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冒 り］言［青をも精
這 是相厳し高紀十面連町恥部甑に行り八行

死践 戦結に く な の 一
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ぬ南及 掲域闘若→日ス
,.l承謎華地の．捷びし統る扉車日 示 及しハ船右

リふナ
奉 こ

よ｀に極必‘‘帥精髄附 富端篇場び陸繋舟省
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れ 獣揮 件貫 んなすく 舟どしでね南東日狼 支官山に界詈示般観、な制も．．Il:
轟 々す に‘でる°も のはたはる端詰市 1：： ロ^ロ
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と て臨 ‘ーのを 帥つなを‘東久千策 、で通岸場地 ー化い猟き廣
。 獣と 叉 令至感 陛いい用遊お根田一営 力‘禁禁沿南置 段徹て‘‘島

身す 質の誠銘 下て°ひ機よ島町爵分 防止止ひ方の』の底次船向港
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木
谷
勘
次
郎

縣

田

武

次

山
王

饒
次

太

三
浦
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新
井
長
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穂
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助
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歳
入
合
計
金
千
七
百
拾
五
圃

歳
出
経
常
部

席
十
丘
款
宵
年
學
校
費

金
千
武
百
拾
五
圃

第

一

項

青

年

學

校

費

靡

金

千

咸

百

拾

五

園

三

弟

十

六

款

闘

、

鱈

汀

圃

幸

助

策

二

項

喬

用

費

金
五
百
圃

経
常
部
計
金
千
七
百
拾
五
圃
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出
合
計
金
千
七
百
拾
五

OO

歳
入
出
差
引
残
金
ナ
シ

入

寄

附°金

寄

附
金

歳
入
合
計
金
千
園

歳
出
臨
時
部

第
四
十
款
畑
賀
病
院
費

金

千

策

一

項

畑

賀

病

院

費

金

千

臨
時
部
計
金
千
回

歳
出
合
計
金
千
圃
．
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ナ
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＂`ゞ

耐

し

ろ

う

り

か
ぼ
ち
や
自
八
月
荼
干
月

七
月
及
十
一
月

自
十
二
月
咽
翌

年
六
月

一

ニユ八ブ＜ーし

さ

と

い

も

（
洗
ヲ
含
ム
）

益

に

ん

じ

ん

ご

ぼ

う

じ
や
が
い
も

自
五
月
至
八
月

及
十
二
月

自
九
月
至
十
一
月

自
一
月
至
四
月

，
 

九
月

自
十
月
至
翌
年
五
月

自
六
月
至
八
月

、4力だ

い

こ

ん

自
十
一
月
至
翌

年
一
月

二
月
、
三
月
及

十
月

自
四
月
室
九
月

ぶ

卜

マ

l̀ 

な

｀
す

野
＇` 

七ヨ

六
月
及
十
月

自
十
一
月
至
翌

年
五
月

自
七
月
至
九
月

五
月
、
六
月
畜

十
月
及
十
一
月

自
十
二
月
至
翌

年
四
月

ぎ＿

の
新
最
高
値
9

一
日
か
ら
改
正
さ
る

八
月

¢中
ーぐ

{•(,; 
牙コ

項

入

繰

越

金

金
四
萬
八
千
五
百
九
拾
園

前
年
度
繰
越
金

金
四
萬
八
千
五
百
九
拾
園

歳
入
合
計
金
四
萬
八
千
五
百
九
拾
圃

歳

出

経

常

部

．

第

六

款

役

所

僕金
四
萬
八
千
五
百
九
拾
圃

E

―

心

弟

四

項

修

繕

費

ー

ハ

金

四

萬

八

千

五

百

九

拾

圃

八
経
常
部
計
金
千
咸
百
六
拾
五
圃

四
一
歳
出
合
計
金
千
咸
百
六
拾
五
圃
．

歳
入
出
差
引
残
金
ナ
シ

r

., 

＿
言
廣
島
市
告
示
甲
第
一
＿
＿
九
競

――-‘写
四‘写七

ー
廣
島
市
會
J

議
決
ヲ
続
タ
ル
昭
和
十
六
年

六
度
廣
島
市
歳
入
出
豫
算
追
加
J

要
領
左
J

ll
シ

-
0

女

ヘ

昭

利

十

六

年

七

月

八

H

.

1
0

廣

島

市

長

藤

田

若

一
写
昭
和
十
六
年
度
廣
島
市
歳
入
出

―
―
写
豫
算
追
加

歳

第
十
一
款

―- —--— 

ヽ
写写

口
六
〇

入

縣

補

助

金

金
千
七
百
拾
五
圃

縣

袖

助

金

金
千
七
百
拾
五
園
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八
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一

f

廣
島
市
會
ノ
議
決
ヲ
網
ク
ル
昭
和
十
六
年

度
廣
島
市
歳
入
出
豫
算
追
加
ノ
要
領
左
ノ

n
シ

女
昭
和
十
六
年
七
月
八

H

.

―

―

―

―

廣

島

市

長

藤

田

若
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昭
和
十
六
年
度
廣
島
市
歳
入
出

豫
算
追
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サ
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R
廣
島
市
告
示
甲
第
百
四
十
五
琥

廣
島
市
町
内
會
助
成
規
程
施
行
細
則
制
定
ノ
件

／
廣
島
市
町
内
會
助
成
規
程
施
行
細
則
左
ノ
通
リ
定
ム

昭
和
十
六
年
七
月
二
十
八
日

廣

島

市

長

籐

田

若

廣
島
市
町
内
會
助
成
規
程
施
行
細
則

]
、9
9
,
•
第
一
條
町
内
會
一
一
封
ス
ル
助
成
金
ハ
月
額
ヲ
定
メ
一
二
箇
月
毎

．

―

-

之

ヲ

交

付

ス

，

し
．
第
二
條
第
一
條
ノ
月
額
な
泄
帯
敷
五
十
以
下
＿
＿
到
、
ン
金
五
園

ヤ

9

.

』
、
ト
シ
五
十
一
以
上
三
百
以
下
一
泄
帯
ー
ー
付
金
拾
錢
三
百
一
以

咽
，
．
．
上
一
泄
帯
二
付
金
五
錢
ヲ
加
ヘ
タ
ル
額
ト
ス

＼
｀
、
＇
第
三
條
聯
合
町
内
會
二
封
ス
ル
助
成
金
ハ
鋸
年
度
豫
算
線
額

[
i
t
9バ
'

乙
二
分
J

一
ハ
之
ヲ
等
分
、
ン
他
乙
二
分
ノ
一
ハ
町
内
會
敷
―
―

9
.

、廣

巧]
‘

a

残
リ
三
分
ノ
一
ハ
冊
帯
敷
二
應
ジ
按
分
シ
テ
之
ヲ
定
メ
七
月

：

ぃ

島

迄

―

―

交

付

ス

、
第
四
條
助
成
金
算
定
ノ
基
準
ク
ル
泄
帯
数
ハ
町
内
會
ー
ー
在
リ

？
・
テ
ハ
毎
年
度
前
半
期
分
ハ
四
月
末
現
在
後
半
期
分
ハ
十
月

．f
,

廿
・
末
現
在
二
依
リ
聯
合
町
内
會
―
ー
在
リ
テ
ハ
四
月
末
現
在
―
―
依

レ
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附

則

'

．
第
五
條
本
細
則
ハ
廣
島
市
町
内
會
助
成
規
程
施
行
ノ
日
ョ
リ

之
ヲ
施
行
ス

第
六
條
昭
和
十
六
年
度
二
限
リ
助
成
金
算
定
ノ
基
準
タ
ル
冊

帯
敷
ハ
第
四
條
ノ
規
定
―
―
拘
ラ
ズ
町
内
會
ー
ー
在
リ
テ
ハ
前
半

期
分
ハ
昭
和
十
六
年
六
月
末
現
在
聯
合
町
内
會
―
―
在
リ
テ

盆
昭
和
十
六
年
三
月
末
現
在
ー
ー
依
ル
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廣
島
市
告
示
甲
ー
四

I

琥

．
市
道
路
線
認
定
愛
更
ノ
件

市
内
段
原
日
出
町
地
内
市
遣
五
八
琥
線
及
一
三
九
統
線
ヲ
左
記

ノ
通
リ
認
定
愛
更
ス
．

已

．

昭
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十
六
年
七
月
十
九
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島
市
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路

旦旦
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四 一

究 六 延
邑

＾ ． C土3米 ． 九•朋
長器 七 三写 四

五本 八こH.
摘

米浦 間二

言 [9 用
要

七 厘用

―――――――――――――――ー・＇
繭
面
ハ
土
木
部
土
木
課
―
ー
ア
リ

我
等
の
隣
絹

・
「
隣
組
の
指
導
精
紳
」
は

今
ま
で
自
分
の
こ
と
だ
け

を
考
へ
て
ゐ
た
の
を
更
め

て
相
互
に
協
力
し
奉
仕
し

合
っ
て
全
恨
の
為
に
叢
す

感
謝
と
撒
喜
の
中
に
國
家
目
的
達
成
に
奮

動
努
力
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
此
の

指
導
精
紳
に
基
き
常
會
に
臨
ん
だ
の
で
あ

り
ま
し
た
が
、
最
初
は
隣
組
の
回
覧
板
が

廻
つ
て
来
て
も
見
向
き
も
せ
す
月
一
回
の

常
會
す
ら
顔
出
も
せ
す
女
や
代
人
を
立
て

て
ゐ
た
人
々
も
段
々
と
時
局
に
目
覺
め
て

今
で
は
「
隣
組
一
家
」
と
云
ふ
所
ま
で
来

て
を
る
の
で
あ
り
ま
す
°
斯
く
て
最
初
常

會
の
話
題
は
多
く
は
不
平
や
不
足
で
あ
り

ま
し
た
の
が
今
で
は
お
互
に
不
足
す
る
も

の
は
隣
組
で
融
通
し
て
節
約
し
合
ひ
贅
澤

を
康
し
虔
ま
し
い
生
活
を
励
み
合
ふ
は
勿

論
、
隣
組
が
協
力
し
て
杢
地
に
野
菜
を
植

●●―
■

-1 ... ――-――墨一・・・

責

家
庭
が
掘
朝
一
家
打
揃
つ
て
紳
祇
に
奉
仕

一
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
•

一

生

活

の

徹

底

的

切

下

け

と

合

理

的

戦

時

貪

を

断

行

致

し

ま

せ

う

◇

國

民

貯

蓄

組

合

に

各

戸

一

人

は

必

ず

加

入

し

ま

せ

う

◇
「
勿
髄
な
い
」
の
心
て
物
を
大
切
に
活
用
し
ま
せ
う

官

報

要

項

摘

録

（

七

月

中

）

文

v

・
三
日
簡
易
生
命
保
陰
稿
立
金
貸
付
規
則

中
改
IE
△
四
日
蘊
菜
及
果
｛
賀
ノ
最
高
販

ゑ
た
り
代
用
食
を
筵
め
た
り
し
て
常
に
國

賣
憤
格
指
定
△
五
日
貸
家
組
合
法
施
行

の
憐
み
を
隣
組
の
憫
み
と
考
へ
て
之
が
解

期
日
、
貸
家
組
合
登
記
令
、
貸
家
組
合
法
施

決
に
隣
組
が
努
力
し
来
ま
し
た
の
で
、
今

入

行
規
則
、
道
府
縣
手
敷
料
令
中
改
IE
、

機

械

附

金

度
の
米
の
割
嘗
制
に
も
不
足
を
訴
へ
る
者

技
術
者
桧
定
令
施
行
規
則
△
七
日
防
衛

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

組
内
の
貯
蓄
も
此
の
四
月
か
ら
倍
加
さ
一
総
司
令
部
令
拿
日
保
健
婦
規
則
△
＋
索
；
〗
武

□O
O

一

日

小

変

粉

等

製

造

配

給

統

制

規

則

△

金

咸

百

圃

れ
ま
し
た
が
、
之
も
組
内
の
協
同
精
帥
か
―

歳
入
合
計
金
武
百
圃

ら
出
て
く
る
、
節
約
部
分
を
貯
蓄
す
る
の
十
二
日
陸
軍
機
甲
整
備
學
校
令
、
陸
軍

歳
出
臨
時
部

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
意
味
の
協
同
は
貯
蓄
科
學
學
校
令
、
陸
軍
砲
工
學
校
條
令
巖
止

第

一

款

補

助

喪

ば
か
り
で
な
く
｀
防
空
施
設
や
、
健
康
増
△
十
四
日
陸
軍
輸
送
港
域
軍
事
取
締
法

進
の
骰
力
運
動
の
上
に
も
向
け
ら
れ
て
ゐ
第
八
條
二
闘
ス
ル
件
△
十
六
日
内
務
部

る
。
骰
力
運
動
は
此
の
六
月
か
ら
町
内
に

5
讐

闘

鱈

鱈

翌

十

青

嗜

四

一

第

一

項

こ

疇

國

民

努

務

手

帳

及

國

民

登

録

事

務

取

扱

規

金

武

百

圃

一
人
の
不
健
康
者
を
出
さ
な
い
方
針
で
指

程
△
二
十
三
日
賃
金
統
制
令
施
行
規
則
臨
時
部
計
金
戴
百
園

導
員
が
毎
日
正
常
歩
と
ラ
ジ
オ
慌
操
の
普

中
改
IE
△
二
十
五
日
遊
興
飲
食
税
法
施
歳
出
合
計
金
戴
百
園

及
に
嘗
つ
て
ゐ
る
。
冠
婚
、
非
祭
に
闘
す
＿

歳
入
出
差
引
残
金
ナ
シ

る
弊
風
か
ら
、
虚
義
の
腐
め
の
贈
答
、
約
行
規
則
二
依
ル
交
付
金
二
闘
ス
ル
件
△
ニ

ー
ー

•
I

束
時
間
の
励
行
に
至
る
迄
、
い
づ
れ
も
協
十
六
日
貨
金
統
制
令
施
行
規
則
第
十
一

同
の
力
で
宵
践
さ
れ
て
ゐ
る
。
今
―
つ
組
條
第
三
項
ノ
規
定
―
ー
依
リ
最
高
初
給
賃
金
＠
廣
島
市
告
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水

、
r

鳴
・
第
六
條
第
一
項
中
「
市
長
必
要
卜
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
ニ
人
」
ト

”
[
'
ア
ル
ヲ
「
但
シ
市
長
必
要
卜
認
ム
ル
ト
キ
ハ
増
員
ス
ル
コ
ト

ア
ル
ベ
シ
」
―
一
改
ム

i〗
-
i

・
同
條
第
二
項
中
「
協
議
＿
＿
依
リ
推
薦
シ
ク
ル
者
一
ー
就
キ
」
ト

ア
ル
ヲ
「
意
見
ヲ
聞
キ
」
＿
＿
改
ム

沿
、
同
條
第
三
項
中
「
副
會
長
」
ノ
次
―
-
「
幹
事
」
ヲ
加
フ

同
條
第
四
項
ヲ
削
レ

報

4

.

g

第
八
條
第
二
項
中
「
町
内
會
長
之
ヲ
指
定
ス
」
ト
ア
ル
ヲ
「
町

噂
紅
内
會
長
之
ヲ
指
定
シ
市
長
ノ
承
認
ヲ
受
ク
ベ
シ
共
ノ
蓋
域
ヲ

筏

、
日

了
＊
璃
菱
更
，
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
叉
同
ジ
」
＿
＿
改
ム

ー

,
”
.
（
第
九
條
第
二
項
中
「
協
議
―
ー
ヨ
リ
」
ト
ア
ル
ヲ
「
協
議
一
一
基

昭
キ
會
長
ノ
」
―
-
「
會
長
」
ト
ア
ル
ヲ
「
市
長
」
＿
＿
改
ム

d
L

、
和
十
六
條
第
一
項
及
第
三
項
中
「
小
學
校
」
ト
ア
ル
ヲ
「
國

[
｀
．
紐
墓
民
學
校
」
＿
＿
警

守
年
同
條
第
二
項
中
「
前
項
ノ
甑
域
二
捩
リ
難
キ
モ
ノ
」
ノ
次
ニ

}

4

月
「
叉
ハ
甑
域
菱
更
／
必
要
ヲ
生
ジ
ク
ル
モ
ノ
」
ヲ
加
フ

九11 

•• 

F
」
第
十
七
條
第
一
項
中
「
副
會
長
一
人
」
ノ
次
―
-
「
但
シ
市
長

げ
必
要
卜
認
ム
ル
ト
キ
公
噌
員
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
」
ヲ
加
フ

"＂↓ 貝

付r
p
.
 

本
規
程
ハ
昭
和
十
六
年
八
月
二
十
五
日
ョ
リ
之
ヲ
施
行
ス

,

9
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。鼻
登
絲
印
~
印

闘
贔
儡
蒻
麟

第

ま

偵

市

市

屡
株
愈
＾
警
＾

醤

手

手

部

島

増

町

贔

土

木

部

都

市

計

蜜

課

勤

務

韮
字

十

月

月

田

七

主

事

籐

井

慶

茎

金

市

島

兄

丁

丁

＿

竺
亨
証
団
一

肩
所
市
疇
輝
贔
依
願
免
職
（
八
月
一
二
十
日
附
）
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R
廣
島
市
告
示
甲
第
百
六
十
七
賊

廣
島
市
町
内
會
規
約
準
則
中
改
正
ノ
件

昭
和
十
六
年
二
月
廣
島
市
告
示
甲
第
四
琥
廣
島
市
町
内
會
規
約

準
則
中
左
ノ
通
リ
改
ム

昭
和
十
六
年
八
月
二
十
―

-
H

廣

島

市

長

籐

田

若

水

第
七
條
中
第
二
項
ヲ
左
ノ
通
リ
改
ム

會
長
、
副
會
長
、
幹
事
ハ
市
長
ノ
委
嘱
シ
タ
ル
者
之
―
一
賞
ル

役

員

ハ

線

テ

無

給

ト

ス

・

第
十
條
中
第
二
項
ヲ
左
ノ
通
リ
改
ム

組
長
ハ
市
長
ノ
委
嘱
シ
タ
ル
者
之
二
嘗
ル
、
．

r
1ー

1日

附

本
準
則
公
昭
和
十
六
年
八
月
二
十
五
日
ョ
リ
之
ヲ
施
行
ス
．

R
廣
島
市
告
示
甲
第
百
六
十
八
賊

廣
島
市
聯
合
町
内
會
規
約
準
則
中

改
正
ノ
件

昭
和
十
六
年
二
月
廣
島
市
告
示
甲
第
五
琥
廣
島
市
聯
合
町
内
會

規
約
準
則
中
左
ノ
通
リ
改
ム

昭
和
十
六
年
八
月
二
十
二
日

・

廣

島

市

長

藤

田

若

水

第
三
條
中
「
小
學
校
」
ト
ア
ル
ヲ
「
國
民
學
校
」
二
改
ム

第
七
條
第
一
項
中
「
副
會
長
一
人
」
ト
ア
ル
ヲ
「
副
會
長
何
人
」

ニ
改
ム

附

則

本
準
則
ハ
昭
和
十
六
年
八
月
二
十
五
日
ョ
リ
之
ヲ
施
行
ス

11参
考

條

項

ll.

△
廣
島
市
町
内
會
等
餞
置
規
程
抄
（
昭
和
ま
＾
年
ー

1

月
胞
茸
’
も
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叙

任

及

癖

令

助

六
五

〇
紙
上
瞬
組
問
答

〇
膿
職
を
語
る
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h
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，ー，1JJ'4'ぃ"H湘
ふ
応
嗜

f'’1.iー．，‘．13.9.i:l'

瞬
組
皆
努

水
道
使
用
料
更
改

‘,.9 

ミ
ル
ク
な
ど
の
塞
罐
回
牧

妍
婦
登
録
制
の
賓
施

選
攀
有
櫂
者
調
査

町
内
會
正
副
會
長
異
動

璽
副
組
長
異
動

野
菜
果
賓
新
最
高
値

度
董
衡
甲
種
取
締
の
執
行

の
件

市
道
路
線
愛
更
の
件

Q
彙
い
報
町
名
改
稲
匝
城
慶
更
及
字
名
巖
止

正
の
件

〇
告
示
廣
島
市
町
内
會
等
設
置
規
程
中
改

O

e

蹄
業
部
殖
産
課
市
揚
係
長

主

事

補

漢

』

ロ

依
願
免
職
（
八
月
三
十
日
附
）

産
業
部
庫
産
課
農
産
係
長

技

手

籐

井

博

任
抜
師
補
（
九
月
一
日
附
）
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年

叶
9

、
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.
p
t
 

L
 

2
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,' 

う・

a‘ 9

、
•
9
,
．
、9
.
.

月
〗

3

,

．
 

カ、
ペ

’
L
9

二

東

魚

屋

町

長

伊

膝

光

治

郎

}
f
`
 
•• 

ヽ
,-
-
t
よ

．
 

十

ざへ[
9
,
9

日

富

士

見

町

、

副

欝

露

1

八
月
尖
日
～

．

上

組

し

r
.
r

，ー・

．、

"
9
.

，
 

一

東

墨

音

町

長

應

間

一

郎

八

月

升
9

日

長

伊

玉

雲

人

一．-r.
,
 ．．
 

/． 

序迂．．．，
尋・『

1

一
丁
目
中
匿

――
・
1-
――●-―――

閏
汀
／
―

l
|

：9,

亭
．
．
，
‘
-
ー
／
ヘ
・

/
．
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同

副
清
水

八
月
尖
H
長
今
井
朕
太
郎

降
一
―
―
八
月
尖

H
副
梶
谷

掘
一

七
月
茄
日

唸

叩

口

疇

副

肺

田

出

汐

町

副

須

藤

醗

炉

亨

副

小

林

中

町

副

西

岡

田

芳
朗
八

h
八
日
副

塁
衿
吋

好
八
月
尖
日
副

平
田

八
月
其
日

八
月
翡

H

友
吉
七
月
茄

H

:・. 

I 

西
原

太
一

七
月
舟

1

日
,' 

酉

平

塚

町

長

安

田

臭

八

月

廿

日

長

瀧

口

忠

雄

八

月

廿

H

慶
吉
八
月
廿
日
副
伊
藤
蒸
次
郎
八
月
名
日

白
島
九
軒
町
副
有
田

隷
八
月
六

H
副
高
野
樅
太
郎
八
月
一
日

職

氏

名

月

日

職

氏

名

月

町
内
會
名

就

日9

任

退

'任
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t 9 町',, 

内 9●ヽ

寛
昭可叫 ' 

和會
十長
ノ-‘ ＇̂ 

〗畠
九
月

， ． 

這
原
新
鱈
副
伊
藤
笞
逍
．
芦
万
鯰
で
即
興
相

I
 

！
 

ヽ

，
 

竹

屋

聯

合

長

安

田

壽

夫

九

月

一

1-H
長
大
田
忠
次
郎
九
月
一
＿
一
日

町

内

會

，し

比

治

山

町

副

得

能

段

原

新

町

長

興

相

数

義

八

月

冊

H
長
好
永
順
次
郎
’
八
月
日

東

粗

、

同

副

山

村

繁

治

八

月

ilt
日
同
倉
本
元
次
郎
八
月
升
＾
日

竹

屋

町

副

水

野

貞

造

八

月

冊

日

凰

石

川

繁
八
月
升
＾

H

同 同

副
木
本

三

篠

聯

合

副

山

中

町

内

會

西

平

塚

町

副

三

木

盤
蔽
八
月
升
＾

H
副

秋

山

蔽

一

―

―

死

亡

同

ヽ
月
升
＾
日

副

辻

好

雄

（

呼

任

）

東

墨

音

町

副

橋

本

塁

衿

幡

二
丁
目
中
麗

草
津
濱
町
副
山
我
光
―
―
一
郎
八
月
升
＾

H
副
中
西

静
生
八
月
共

H

•
―
―-
=
1
●
"
・
・
ー
：
．
ー
ー

竹

屋

町

.... lー

．．
 

i
i
 

... i
iー
・
・
！

.:'ー・・

,
.
l
i
_
iー

長
提
徳
三
郎
八
月
共
日
長
平
岡
卯
一
一
一
郎
八
月
升
＾

H

耕
作
八
月
廿
日

忠
八
月
冊
日
副
川
合

秋

田

ヽ

月

廿

日

逹

也

八

月

冊

日

副

新

左

衛

門

ー

副
平
田
重
―
―
―
八
月
廿

H

敏
維
八
月
冊
日

（
以
上
長
は
會
長
、
副
は
副
會
長
を
示
す
）

数
義
八
月
冊
日
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◇
廣
島
市
結
婚
改
善
聯
盟
に
洩
れ
な
く
加
入
し
ま
せ
う

以

上

◇
愛
國
心
に
訴
へ
て
物
を
戦
争
に
役
立
て
ま
せ
う

◇
働
く
こ
と
に
喜
び
を
も
つ
て
、

國
家
奉
仕
を
致
し
ま
せ
う

を
護
り
ま
せ
う

家
族
や
傷
痕
軍
人

,

；

◇

出

征

軍

人

の

盪

I

-

、

-
7
-
-
.
-
、

In「一十
月
の

島
市
民
責
践
事
項

1報 島

‘
f
i
 ，
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9
,
9
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， 

3
,

；
’
ヽ
＊
~

，
 

＇鼻

9

3

曹

9ー
・

`
J

言
言
~

．．
 

六
七

昭和十六年九月

・

△

廣

島

市

聯

合

町

内

會

規

約

準

則

1
-

・

十

第

一
1

一
條
本
會
＾
何
み
小
學
校
通
學
雁
域
内
―
ー
在
ル
町
内
會
ヲ
以
テ
之

＇

日

ヲ

組

織

ス

第
七
條
、
本
會
―
―
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク

會

長

一

人
A
廣
島
市
町
内
會
規
約
準
則

第
七
條
本
會
―
―
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク

．

會

長

一

人

副

會

長

何

人

＇

幹

事

何

人

會
遵
副
會
長
＾
市
長
ノ
委
曝
シ
ク
ル
者
之
一
一
賞
リ
幹
事
＾
會
長
之

ヲ
委
躙
ス
役
員
＾
穂
テ
無
給
ト
ス

第
十
條
隣
粗
―
ー
組
長
ヲ
置
ク

組
長
＾
其
ノ
組
内
協
議
ニ
ョ
リ
推
薦
シ
ク
ル
者
二
就
キ
會
長
之
ヲ
委

嘱
ス

選
學
人
名
簿
調
製
に
つ
き
ま
し
て
は
統

に
豫
め
調
査
致
し
ま
し
た
が
「
九
月
十
五

日
」
現
在
に
合
致
さ
せ
る
た
め
目
下
全
市

各
戸
に
つ
き
資
格
調
査
中
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
調
査
に
基
き
調
製
さ
れ
る
名
師
は
明

十
七
年
に
行
は
れ
る
衆
議
院
議
員
、
市
會

議
員
選
學
に
用
ひ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
こ

れ
に
登
録
さ
れ
ぬ
と
投
票
が
出
来
ま
せ
ぬ

か
ら
資
格
の
あ
る
向
は
進
ん
で
御
申
立
を

願
ひ
ま
す
°
殊
に
間
借
、
同
居
等
の
方
は

洩
れ
易
い
で
す
か
ら
家
主
や
泄
帯
主
に
と

く
と
御
話
置
き
下
さ
い
。
な
匠
泄
帯
主
の

方
は
御
留
守
中
で
も
家
族
の
方
で
十
分
御

判
り
の
様
に
御
用
意
願
ひ
度
く
、
一
家
を

あ
げ
て
の
御
旅
行
の
節
は
隣
組
長
な
ど
に

御
連
絡
を
と
つ
て
置
い
て
下
さ
い
。
な
ほ

調
査
要
項
は
左
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

一

、

璽

蘊

者

本

年

十

二

月

二

十

五

日

迄
に
満
二
十
五
歳
と
な
る
男
子
（
大
布
五

年
十
二
月
二
十
六
日
以
前
出
生
）

二
、
氏
名
、
出
生
年
月
日

三
、
前
住
所
、
現
住
所
、
同
上
居
住
期
間

四
、
戸
主
叉
は
そ
の
綾
柄
・
`

五
、
兵
役
闘
係
（
現
役
、
應
召
、
鐸
還
の

別
と
應
召
ヽ
．
鱒
還
の
年
月
日
）

六

、

職

業

と

勤

先

，

七
、
寄
習
手
綾
未
演
の
向
は
戸
籍
抄
本
な

ど
御
用
意
下
さ
れ
ば
結
構
で
す

選
畢
調
査
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事
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依
リ
推
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ル
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之
ヲ
委
躙
ス

副
會
長
ハ
會
長
ノ
推
薦
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タ
ル
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之
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躙
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幹
事
ハ
會
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之
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第
八
條
町
内
會
二
隣
組
ヲ
置
ク

隣
組
＾
隣
接
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ル
十
戸
内
外
ヲ
以
テ
組
織
シ
其
ノ
甑
域
＾
町
内
會
長

之
ヲ
指
定
ス

第
九
條
隣
組
二
組
長
ヲ
置
ク

組
長
＾
其
ノ
組
内
協
議
―
ー
ヨ
リ
推
薦
シ
タ
ル
者
二
就
キ
會
長
之
ヲ
委

嬢
ス

策
十
六
條
町
内
會
＝
闘
ス
ル
諸
般
ノ
連
絡
調
盤
ヲ
岡
リ
共
同
ノ
事
業

ヲ
途
行
ス
ル
総
小
學
校
通
學
薦
域
内
ニ
ア
ル
町
内
會
ヲ
以
テ
聯
合
町

内
會
ヲ
組
織
ス

聯
合
町
内
會
ノ
名
稲
令
其
ノ
所
在
ノ
小
學
校
名
ヲ
冠
シ
何
々
聯
合
町

内
會
卜
稲
ス

第
十
七
條
聯
合
町
内
會
二
左
ノ
役
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ヲ
置
ク
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＝
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岡
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シ
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依
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路
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一
編
入
シ
タ
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ノ
罷
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之
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ヲ
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菱
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ベ
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止
シ
之
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令
長
期
戦
に
備
へ
國
防
國
家
の
建
設
を
完

'
途
す
る
た
め
に
人
的
資
源
を
育
成
す
る
こ

と
は
我
が
國
嘗
面
の
緊
要
事
で
あ
り
ま

す
。
ょ
つ
て
本
市
と
し
て
は
妍
婦
と
出
生

兒
の
保
健
指
導
と
榮
養
補
給
並
に
物
資
の

'
優
先
配
給
等
を
行
ひ
出
生
兒
の
死
亡
率
を

低
減
し
母
罷
の
健
康
を
保
っ
た
め
「
班
婦

登
録
制
」
を
宵
施
す
る
こ
と
4
な
り
、
先

づ
織
町
、
荒
硬
紳
崎
の
各
國
民
學
校
通

廣

學
匿
域
を
指
導
地
甑
と
し
て
目
下
指
導
中

島
で
あ
り
ま
す
が
＇
、
こ
れ
ら
各
甑
の
成
績
に

i

~

『
よ
つ
て
来
年
か
ら
全
市
に
亘
り
こ
の
制
度

“
.
`
．
を
賓
施
す
る
豫
定
で
あ
り
ま
す
9

而
し
て

可

一

薙

婦

登

録

制

」

腐

綱

は

本

市

で

は

九

月

九

日

午

前

八

時

半

よ

り

一
、
班
娠
五
ヶ
月
と
な
っ
た
妍
婦
は
町
内
市
公
會
堂
に
於
て
第
五
回
市
常
會
を
開
催

の
衛
生
組
長
を
通
じ
る
か
叉
は
本
人
ゞ

報

土

し

前

回

の

未

議

了

議

案

「

軍

都

廣

島

の

交

，
ー
通
整
理
に
闊
す
る
件
」
及
「
消
費
節
約
の

璽
晟
は
電
話
で
市
役
荊
保
健
課
に
届

「

強
化
徹
底
に
闘
す
る
件
」
の
二
件
を
審
議

.

.
[
；
・
出
る
こ
と

し
、
次
い
で
長
崎
議
員
よ
り
提
出
の

三
、
こ
の
届
出
に
よ
り
指
導
婦
靡
讐

i
.
i
i
i
i
i・・・・

、

... a-
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．
宅
に
行
き
登
録
票
を
記
入
し
て
指
導
詈

同

少

尉

に
回
は
す
[
.

．`

i_

暑

冒

ー

噌
2

名
養
の
戦
死
者
g

じ

門

[

"

昭
三
、
登
録
票
を
受
け
た
指
導
醤
は
班
姉
の

十
ハ
健
康
を
診
断
す
る
•
一
方
婚
任
産
婆
は
随

和
＂

同

伍

長

r
'
'眉

員
贋
冒
眉
鼠
＇
同
兵
長

六
7

時
紙
婦
を
訪
問
し
異
常
を
認
め
た
時
は

九
速
に
主
治
詈
の
治
療
を
受
け
さ
せ
る

・
年月

四

、

分

娩

（

安

産

、

早

産

、

流

應

死

産

陸

軍

伍

長

三

次

義

登

殿

鶴

見

町

同

兵

長

仁
i

叉
は
異
常
分
娩
）
し
た
と
き
婚
任
産
婆
同
少
蔚
湯
尻
三
千
男
殿
古
田
町
古
江
同
二
等
兵

H
[

は

こ

れ

を

市

長

に

報

告

す

る

．

同

曹

長

木

村

進

二

殿

白

島

九

軒

町

同

少

尉

同
上
等
兵
山
本
一
殿
横
川
町
一
一
丁
目

同
｀
兵
長
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森
人
殿

1
1
]

篠本町――
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目
警
察
官
吏

五
、
指
導
婦
は
分
娩
後
箇
ニ
ケ
月
随
時
新
，

＂
生
兒
と
母
親
を
巡
回
訪
問
し
て
産
婆
と
同
上
等
兵
梶
田
儀
賓
殿
舟
入
川
口
町
軍
局
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市
常
會

連
絡
し
て
哺
育
並
に
養
護
の
指
導
を
な

し
異
常
の
あ
る
時
は
速
に
指
導
腎
と
連

絡
す
る

六
、
登
録
滸
の
妍
婦
に
は
市
保
健
課
の
登

録
證
明
だ
け
で
出
産
用
の
脱
脂
綿
、
ガ

ー
ゼ
を
配
給
し
分
娩
後
榮
養
補
給
を
要

す
る
母
子
は
指
導
腎
（
叉
は
主
治
菌
）

叉
は
指
導
婦
が
指
導
す
る

先
づ
指
導
慨
を
設
け
ら
る

2, t 

登
録
制
賓

'
 ゞ

；
 

し

一
、
結
核
療
養
所
捩
張
に
闊
す
る
件
6

弓
衛
生
組
合
の
統
一
利
用
に
闊
す
る
件

森
本
議
員
提
出
の

五
、
市
内
各
聯
合
町
内
會
毎
に
一
ヶ
所
以

上
玄
米
配
給
所
を
設
く
る
件

の
三
件
を
上
程
可
決
し
。
長
崎
議
員
提
出

の
1

一
琥
議
案
「
異
常
學
童
進
學
に
闘
す
る

件
」
は
次
回
持
越
に
決
し
、
四
競
議
案
「
避

班
葉
品
、
器
具
の
製
造
販
賣
を
禁
止
せ
し

む
る
の
件
」
は
撤
回
と
な
つ
て
議
事
を
終

り
、
議
長
代
理
元
頂
助
役
よ
り
「
交
通
道

徳
昂
揚
の
件
」
及
「
時
間
動
行
の
件
」
の

二
件
を
報
告
同
十
一
時
十
五
分
閉
會
し

た。

1

.

 

一
國
民
皆
努
も
私
共
の
隣
組
で
は
早
く
か
ら

質
行
し
て
組
員
一
人
と
し
て
徒
食
す
る
者

な
く
踏
分
の
年
寄
り
で
も
何
か
手
仕
事
を

し
て
働
い
て
お
國
へ
の
感
謝
を
捧
げ
る
こ

と
と
な
り
常
會
の
都
度
働
く
愉
し
さ
と
仕

事
自
慢
と
が
朗
か
な
話
題
と
な
つ
て
居
り

ま
す
。

-
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澪
、
出
来
て
隣
組
を
設
け
ら
れ
て
も
講
中
が
二

ぎ‘

ロ
問
】
聯
合
町
内
會
の
匿
域
毎
に
、
市
巡
・
ら
隣
組
輩
位
で
は
直
接
出
向
く
謁
に
は
行

部
に
な
っ
た
位
に
感
じ
別
に
事
新
し
く
は

寄；い

＇
廣
感
ぜ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
夫
れ
だ
回
指
導
員
を
設
け
て
、
隣
組
の
運
螢
等
に
き
ま
せ
ん
が
町
内
會
叉
は
聯
合
町
内
會
輩

翠，
e
い
ふ

菱

け
に
何
事
を
計
霊
宵
行
ぃ
た
し
ま
す
に
も
つ
い
て
お
泄
話
は
願
へ
ま
せ
ん
か
、
市
に
位
で
は
従
前
か
ら
御
要
求
に
應
じ
て
居
り

望｛ぃ」一

は
敷
十
人
の
高
給
者
が
を
ら
れ
る
そ
う
で
ま
す
。
今
後
も
同
様
に
致
し
度
い
と
存
じ

非
常
に
業
で
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
乱
共
と

厨
窃ゃ心，

嘉い，

、
島
し
て
苦
心
し
て
ゐ
る
勘
は
講
中
の
偲
統
精
す
か
ら
、
そ
れ
等
の
人
に
巡
回
し
て
貰
つ
ま
す
。

ざふ
・
岱
｀

[
＇
紳
に
ど
う
し
て
町
内
會
の
新
時
代
意
識
を
て
も
よ
い
、
市
民
の
聾
を
知
つ
て
貰
ふ
に

□四
]
町
内
會
等
設
置
以
来
上
意
の
下
逹

kg・ 

，
織
り
込
む
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
も
都
合
が
よ
い
と
思
ふ
の
で
す
が
…
•
0

は
従
来
よ
り
至
棒
＜
園
滑
に
ま
た
周
到
に

.'市

;

'

｛

こ

の

た

め

先

づ

常

會

に

は

必

す

戸

主

が

畠

（

國

泰

寺

町

隣

保

員

）

行

は

れ

る

や

う

に

な

り

嬉

ん

で

居

り

ま

一
席
す
る
こ
と
を
巾
合
せ
た
と
こ
ろ
常
會
創
屎
C
l
]

聯
合
町
内
會
毎
の
隣
組
運
螢
懇
談
す
。
こ
の
上
は
更
に
下
情
の
上
逹
を
十
分

、
／
殿
っ
て
以
来
今
日
ま
で
家
族
の
代
理
出
席
皆
會
は
先
月
七
日
よ
り
開
始
し
順
次
全
市
に
に
し
て
戴
き
度
い
と
思
か
ま
す
。
従
前
は

．
無
と
い
ふ
有
様
で
あ
り
何
事
も
ま
こ
と
に
及
ぼ
す
豫
定
で
あ
り
ま
す
。
尚
ほ
全
市
で
下
情
を
申
述
べ
ま
す
と
兎
角
不
平
愚
痴
の

分
り
が
早
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
例
は
六
千
四
百
に
餘
る
隣
組
で
あ
り
ま
す
か
様
に
排
斥
さ
れ
る
傾
き
が
あ
り
ま
し
た
不
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國

の

腐

め

な

ら

そ

の

氣

な

ら

伺

國

の

為

め

な

ら

そ

の

氣

な

ら

家

は

十

六

氣

は

一

っ

無

駄

を

省

い

て

節

米

も

老

い

も

若

き

も

幼

き

も

皆

で

が

ん

ば

り

精

出

し

て

心
も
朗
ら
か
身
も
糎
る
＜

我
等
の
仕
事
だ
職
域
だ

自
ら
認
す
る
模
範
組

我
等
は
上
町
十
二
紐

＠
國
の
為
め
な
ら
そ
の
氣
な
ら

貯
蓄
に
國
債
防
諜
と

⇔
國
の
為
め
な
ら
そ
の
氣
な
ら

．
一
億
心
の
手
を
つ
な
ぎ
＇

己
れ
を
捨
て

4

は
ら
か
ら
は

ー

ー

一

心

一

骰

一

家

族

隣

組

か

ら

家

庭

か

ら

'

笑

顔

相

談

助

け

合

び

我

等

が

大

政

翼

賛

だ

（
太
平
洋
行
進
曲
ノ
曲
）

我
等
の
誓
ひ
を
費
行
だ

伸柄名

東
猥
展
町
東
組

第
十
組
隣
粗
長

平

尾

戸

皆

芳1

． 

桑
原
先
太
郎
殿
天
紳
町

奥
田
敏
郎
殿
河
原
町

原
喜
久
雄
殿
仁
保
町
洋

高
狽
盛
夫
殿
河
原
町

野

村

至

殿

牛

田

町

佐
藤
秀
三
殿
西
新
町

山
下
正
芙
殿
桐
木
町

粛
村
廣
三
殿
宇
品
町

佐
方
元
年
殿
鶴
見
町

丹

笏

務

殿

西

概

屋

町

佐

伯

開

殿

皆

賓

町
1

丁
目

••. 
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六
九

結 園

りよ訓陣戦

文

s，
 

~
囀

9
0

9

9

、

ト

平
愚
痴
は
断
じ
て
排
撃
ず
べ
き
で
す
が
止

む
に
止
ま
れ
ぬ
心
か
ら
、
訴
へ
る
下
情
で
筋

の
通
っ
た
も
の
で
あ
り
一
般
的
な
事
項
に

つ
い
て
は
上
逹
の
途
を
開
い
て
戴
き
ま
す

こ
と
が
隣
組
精
帥
を
固
く
す
る
た
め
に
も

至
梱
く
有
妓
か
と
存
ぜ
ら
れ
ま
す
。
市
賞

局
に
お
か
れ
ま
し
て
こ
の
際
下
情
上
逹
の

方
法
に
つ
い
て
は
つ
き
り
し
た
方
針
を
御

示
し
願
へ
ま
せ
ん
で
ぜ
う
か
。
（
東
観
音

町
二
丁
目
隣
組
員
）

【
答
]
本
市
で
は
毎
月
一
回
市
常
會
及
び

聯
合
町
内
會
長
會
を
開
く
外
各
町
内
會
長

を
煩
は
し
て
常
會
開
催
報
告
を
提
出
し
て

戴
い
て
居
り
ま
す
か
ら
是
れ
等
の
組
織
制

度
の
御
利
用
を
希
望
し
ま
す
。
尚
ほ
特
殊

〖
[
〖
丑
彗
い
"
〗
[
這
ぃ
―

嘗
の
虞
置
を
構
じ
更
に
必
要
を
認
め
れ
ば

縣
靡
共
の
他
と
連
絡
し
て
下
情
の
上
通
を
．

圏
り
ま
す
。

軍
は
、
長
く
も

大
元
帥
陛
下
を
頭
首

と
仰
ぎ
奉
る
、
渥
き

睾
慮
を
儒
し
、
忠
誠
一

の
至
情
に
和
し
、
睾

軍
一
心
一
骰
の
賓
を

致
さ
ざ
る
べ
か
ら
す

一
軍
隊
は
統
率
の
本
義
に
則
り
、
隊
長
を

一

核
心
と
し
、
翠
固
に
し
て
而
も
和
氣
蔽
々

た
る
園
結
を
固
成
す
べ
し
、
上
下
各
ぎ
其

の
分
を
厳
守
し
、
常
に
隊
長
の
意
園
に
従
・

ひ
、
誠
心
を
他
の
腹
中
に
置
き
、
生
死
利

害
を
超
越
し
て
、
全
梱
の
為
己
を
浚
す
る

の
覺
悟
な
か
る
べ
か
ら
す
。
．
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信戦
錫時
は下
我の
が重
國要

赤資
で資ち源

は材や献
殆で
んあ ん 納

どるも運

旦；直
のゐで品りもつ剥は店居回る自さ會と要こ
やらすの‘献ては御にり牧や痰いにななと

り及製困罐乳やすこ

うれか供し金居消名御まはう的ま於りこ
ミ公酪まに製り

L ル共業る不
°れ

切た良 給 か 運 り 喪 前 持 す 錫 お に し か ま と な ク 園 組 こ 足 品 方 萬 が
望向 をも動ま者を参かの奨こてれしをり へで一使
致もこ 園 こ に す の 記 を ら 回 め の 育 ま た 認 な閥→合とを煉使こ用、ヽ、

しこれ 滑れ ーか 名帳 御‘ 牧下 國兒 し゜ とのでに来乳はれに
まのま に に 役 ら で い 願 空 が め本の後はなし れらは

す献ですよ買赤献たひ＇罐主い
さ家用て

的乳も
つて市空援今り勢粉てが多

°金空るつはち金し致はな°運製こ
き棒で罐を回まひ乳居今大

運罐こてれやす回し lk目
まカ

な動品れし支
も回受政す•こ及り
こ牧け府の

日の

動をと育 んる牧度洗的ほに使にて援の運て‘，，，で
れ調まま注

腐喜羹闘竺ぷ乞零崖塁点品協用御はす運動全地‘嘉喜丈悶翌

参つる乳と弱にの店小つ空さ
カの賛各る動を國方大←、乳育や要

加ての製な者な餘で賣て織れが下
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，
町
名
改
稲
謳
域
愛
更
及
字
名
磨
止
の
件

.
、
．
"
廣
島
市
己
斐
町
及
庚
午
町
地
内
土
地
甑
劃
整
理
の
結
果
昭
和
十

六
年
十
月

1

日
よ
り
廣
島
市
町
名
改
稲
謳
域
菱
更
及
字
名
蕨
止

．
の
件
昭
和
十
六
年
八
月
六
日
附
指
令
訓
土
経
第
四
七
三
琥
を
以

芦
＾

に
な
｝
，

1

．

て

本

縣

知

事

の

許

可

を

得

た

新

町

名

は

庚

午

北

町

と

稲

し

改

稲

te

．
甑
域
は
別
薗
の
通
り
で
あ
る
な
ほ
菱
更
町
甑
域
内
に
腸
せ
ぬ
が

，
元
己
斐
庚
午
町
及
古
田
町
に
於
け
る
従
来
の
字
名
は
之
を
腹
止

；

す

る

こ

と

4

な
っ
た
又
、
廣
島
市
東
雲
町
地
内
土
地
砥
劃
整

理
の
結
果
昭
和
十
六
年
八
月
一
日
よ
り
廣
島
市
字
名
殷
止
及
謳

J

で
ゞ
域
菱
更
の
件
も
亦
昭
和
十
六
年
七
月
二
十
二
日
附
指
令
訓
土
経

平

、

第

四

六

五

琥

を

以

て

本

縣

姉

事

の

許

可

を

得

た

、

巖

止

さ

れ

た

字
名
は
九
の
割
、
＋
の
割
、
十
一
の
割
、
す
二
の
割
、
十
三
の

廣

甚

：

割

で

あ

る

繁

島

埒
．
、

g‘[' 

市
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廣

島

市

長

藤

第
十
五
條
第
二
項
以
下
ヲ
左
J

通
リ
改
ム

前
項
ノ
費
用
ー
一
充
ッ
ル
為
従
前
J

土
地
ノ
一
部
ヲ
減
少
シ
テ

負
推
セ
シ
ム
其
ノ
負
揖
方
法
ハ
市
長
之
ヲ
定
ム

一
、
減
歩
負
橡
地
積

C
整
理
施
行
費
ヲ
道
路
費
卜
共
ノ
他
ノ

費
用
ー
ー
甑
分
シ
其
ノ
比
例
―
一
依
リ
各
減
歩
負
撒
地
積
ヲ
定

ム

田
二
、
減
歩
負

橡
地
積
ハ

施
行
甑
域

ヲ
土
地
ノ

瓶
況
二
依

リ
ニ
負
砕
霜

慨
卜
．
シ
各

負
撞
甑
―
―

要
ス
ル
整

理
施
行
費

ノ
比
ヲ
以

テ
其
ノ
負

撒
甑
―
—
於

ケ
ル
道
路

費
ハ
道
路

潰
地
―
一
共

ノ
他
ノ
費

用
ハ
地
換

．
 

若

水

廣
島
都
市
計
甍
事
業
南
観
昔
町
附
近
地
甑

土
地
甑
劃
整
理
施
行
規
程
中
改
祀
l
件

昭
和
十
四
年
九
月
二
十
九
日
廣
島
市
告
示
乙
第
四
就
廣
島
都
市

計
畳
事
業
南
観
音
町
附
近
地
甑
土
地
憚
劃
整
理
施
行
規
程
中
左

／
通
リ
改
正
ス

昭
和
十
六
年
八
月
十
九
H

し
り

•
9

・
‘

l,’` 
F

9

 

}

＂

,

・

、

沿

打

'

,

、

9‘,・

（
六
六
頁
よ
り
）

◎
廣
島
市
告
示
乙
第
一
盤

已

斐

町

千
田
一
丁
目

宇

品

町

皆
貨
二
丁
目

草

津

渓

町

仁
俣
町
木
浦

仁
保
町
宵
崎

八
四ニー―-- -

紐
窮

七一

ンヂントク~ Iヂシンネ

ヂ‘マ‘レオ‘ャヂ l
祁 1=-1レジ

ォ ‘プ
:原オユプンヨ バル

オレ 1フヂッレレオ

レンサル‘パンンレ

ヽ

Irh玉
九
ブ

其
ノ
他
ノ
月

自
十

1

月
至
翌
年
一
そ
一
月

な
つ
み
か
ん

ぅ
ん
し
ゆ
う

み

か

ん

同

水
道
を
お
使
ひ
に
な
る
各
御
家
庭
の
事

情
は
千
差
萬
別
で
あ
っ
て
一
岱
朗
酌
分
類

す
る
こ
と
が
至
難
で
あ
る
た
め
使
用
料
の

a. ．
微
牧
に
つ
い
て
は
一
般
的
規
程
を
定
め
こ

れ
が
運
用
に
公
庄
妥
賞
を
期
す
る
や
う
常

に
細
心
の
注
意
を
致
し
て
．
居
り
ま
す
が
、

一
般
の
家
庭
に
於
て
も
故
意
で
な
く
と
も

廣

つ

い

く

無

届

で

使

ふ

と

か

、

人

員

に

増

'

減

が

あ

っ

た

り

、

浴

槽

を

新

設

し

た

り

し

ぃ
9

島
て
も
其
の
儘
に
し
て
置
か
れ
る
な
ど
の
原

．

因

で

各

家

庭

の

賓

情

と

市

役

所

の

元

締

と

の
間
に
相
違
を
来
す
こ
と
が
往
々
あ
り
ま

,

'

す

。

こ

れ

は

負

認

券

任

の

公

花

を

鋏

く

も

聾

．．． 
"
．
．
の
で
何
と
か
し
て
可
及
的
に
是
祀
さ
れ
ね

：
｀
ら
報
ば
な
り
ま
せ
ん
°
就
き
ま
し
て
は
本
市
で

-

．

は

本

年

三

月

三

十

一

日

現

在

を

以

て

「

市

[
 
．

．

．

 

民
調
査
」
を
寛
施
、
各
家
庭
か
ら
夫
れ

f

・
夫
れ
御
申
告
が
あ
り
ま
し
た
。
市
と
し
ま

[
•
し
て
は
こ
の
申
告
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す

冷
4

昭
・

9

，
 
．．
 

事
項
を
最
も
信
頼
出
来
る
も
の
と
看
倣

和十
し
、
今
回
之
に
基
き
と
り
敢
へ
す
各
家
庭

六

ー
〗
年
の
人
員
増
減
を
調
査
し
十
六
年
度
第
三
期

L
 

～
●
一
分
（
自
十
月
至
十
二
月
）
の
料
金
か
ら
右

プ月'-

唸
―
―
｛
に
よ
り
納
め
て
戴
く
こ
と
に
致
し
、
異
動

十ぃ

ヽ
、
日
、
の
あ
り
ま
し
た
向
へ
は
底
に
夫
々
通
知
書

を
差
上
げ
ま
し
た
か
ら
何
卒
御
諒
承
を
願

ひ
ま
ず
。
な
ほ
御
不
審
の
獣
が
お
あ
り
の

ー

町

名

登

生

敬

東

雲

町

二

二
葉
ノ
里
一

大

洲

町

一

墨

屈

町

二

網

町

一

金
崖
町
―
―
―

若

草

町

一

西

螢

膠

町

一

荒

稗

町

二

]

段
原
山
崎
I
B
J
-
.

比
治
山
本
町
一

鐵

砲

町

南

段

原

町

竹

厖

町

新

川

場

応

鶴

見

町

昭

和

町

牛

田

町

平

塚

町

＇

白
島
九
軒
町

白
島
中
町

東
白
島
町

打

越

町

六一三ーニニーニ ー―--

東
魏
音
町
二

三
篠
本
町
一

―――篠本町二

河

原

町

寺

町

上

天

濡

町

9. 

縣

島

町

水

主

町

．

鍛

冶

屋

町

中
島
新
町

大
手
七
丁
目

大
手
九
丁
目

＼ 

ーニーニ：：：ニーーニーー一

舟

入

町

舟

入

木

町

舟
入
川
口
町

舟

入

仲

町

吉
島
初
衣
町

吉
島
本
町

中

廣

町

楠
木
二
丁
目

楠
木
一

l

l

丁
目

楠
木
四
丁
目

観

普

木

町

西
餞
音
町
一

は
な
や
さ
い

セ
ル
リ
ー

パ
セ
リ
ー

ア
ス
バ
ラ
ガ
ス

.
＿
豆
も
や
し

- -―ーニーニーニーニー

計

市
内
偉
染
病
襲
生
月
報
谷
色

放
任
給
水
第
一
種
ノ
．
使
用
料

方
は
直
接
市
水
道
部
経
理
課
（
電
話
中
五
、

三

0
0番
）
へ
御
照
會
下
さ
い
。

（
参
考
規
程
）

廣
島
市
水
道
使
用
條
例
抄

第
四
十
二
條
左
J

場
合
＝
於
テ
ハ
速
―
―
市

長
二
届
出
ヅ
ベ
シ

一
、
給
水
種
別
ヲ
婆
更
ス
ベ
キ
事
由
ヲ
生

ジ
又
＾
改
氏
名
又
ハ
韓
居
シ
タ
ル
ト
キ

1

一
、
放
任
給
水
ノ
標
準
二
異
動
ア
リ
ク
ル

ト
キ

―
―
-
、
線
代
人
又
ハ
管
理
者
ヲ
置
キ
若
ハ
之

ヲ
襲
更
シ
ク
ル
ト
キ

四
、
鑑
札
又
＾
鍵
ヲ
毀
損
若
ハ
亡
失
シ
タ

ル
ト
キ

第
四
十
八
條

眉
料

一
般
に
御
諒
承
を
願
ひ
ま
す

、
ハ
一
箇
月
＝
ー
付
左
ノ
割
合
ト
シ
給
水
装
置

所
有
者
叉
ハ
管
理
者
若
＾
使
用
者
ョ
リ
之

ヲ
徽
牧
ス

一
、
一
戸
人
員
五
人
迄
ハ
金
七
拾
錢
ト
シ

一
人
ヲ
噌
ス
毎
二
金
九
錢
ヲ
加
フ

二
、
支
栓
ヲ
設
ヶ
ク
ル
モ
ノ
ハ
一
栓
―
―
付

金
拾
五
錢

―
―
-
、
支
栓
ヲ
設
ヶ
ザ
ル
浴
槽
＾
一
個
―
―
付

金
九
錢

四
、
牛
馬
ヲ
飼
養
ス
ル
モ
ノ
ハ
一
頭
二
付

金
拾
五
錢
（
以
上
）

軍
人
援
護
資
金

I
各
町
醜
出
額

11

（
承
前
）
△
二0
四
•
四
0
昭
和
町
南
部
△

――
¥
0
0
・
0
0松
原
町
△
ご
二
四
・
五

0
猿

業
町
酉
糾
△
二
八
六

・
0
0横
川
町
一
丁

目
△
一
五
九

・
0
0猿
狼
橋
町
△
二
四
三
・

0
0
西
新
町
上
組
△
一
九
六
•
六
五
小
舟

＼ 

1
-
0
 

其
ノ
他

1-ILq
ぃ
月
至
翌
年
―
―
一
月

'
・
・
自
五
月
至
七
月
．

自
十
一
月
至
翌
年
二
月

i

其
ノ
他
ノ
月

自
五
月
至
八
月

｛
其
ノ
他
ノ
月

七
〇

＇ 
I、 一九

1
1
0
 

ニ
四

―――― 
一六

七
•
五七

R

果

賓

品

目

リ

ん

ご
臼
Jv
立
[
-
T
-

リ
シ
ャ
ス
、
ス

ク
ー
キ
ン
ゲ
、

リ
チ
ャ
ー
ド
デ

リ
シ
ャ
ス
、
イ

ン
ド
）

期

~o 

間
最
高
債
格

自
十

1

月
至
六
月

ね
し
よ
う
が
｛
其
ノ
他
ノ
月

四
月

畠
豆
的
ム
）
一
自
五
月
至
七
月

自
八
月
至
翌
年
―
―
一
月

【
六
六
頁
よ
リ
]

え

だ

ま

め

一 ・ニ：一しニー三ー一
三八六 000五 00五七
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悶
ふ
・
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.
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樽
：
＇
，

．＂．ぷ翌．ぃ’

i
W
i
i
!

＂
代
9
.
9月

t
'
—
リ
．
，

1

．
じ
'
"
.
,
h
u
i
l
i
l
I
_
1
,
1

ー
ー
！
＇
’
ー
ー
ー
ー
ー

i
i

ー
1
1

ー
ー
ー

1
ー1
f
ー
ー
'
i
!
t
~
l

ー
・

9
1
.
i
t
L
L

ー
i

ー
ー

i
l
l

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

1
,

．
，
＇
.
,
＇
．
[
ぃ
_
：
ぃ
〗
・
：
小

.
'
．

I
'

―

l
r
I
M
i
i
l
.

卜

n
"
u
!
~
1
"
H
I
I

｀
廿
ー
！
，

I

礼
胤

t
i
!
I
i
1
1
1

附
＂
心
吼

i
l
i
i

．
＇
訂

i
i
i
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l
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！
り
＂
ー

K
1
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ぅ
‘
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•• 

水
道

改

砥
△
一
五

0
。
0
0宇
品
町
南
部
御
幸
組

合
一
四
・
七
〇
舟
入
川
口
町
酉
仝
ハ
五
・

五

0
白
島
北
町
△
九

0
・
0
0廣
瀬
北
町
-
.

応
い
い
三
．
口
。
〗
疇
〗

•
O
T
o


南
段
原
町
一
丁
目
△
六

O
・
0
0橋
本
町

△
ニ
ニ
六
・
六
二
南
観
昔
町
二
丁
目
中
匝

△
ニ
―

l
L
.
0
0昭
和
町
西
部
△
―
1

O・ 

0
0左
官
町
△
一
七
七
。
九
〇
賓
町
東
甑

△
九
0
.
0
0
寺
町
下
糾
△
一
七
一
•
O
O

字
品
町
御
幸
通
九
丁
目
△
一
六
五

・
0
0

舟
入
川
口
町
東
糾
△
三
四
六
•
六
0
古
田

町
古
江
△
一
五

O・
l
 

0
鐵
砲
町
下
組
△

――
1
0
0
・
0
0
1
¥
l篠
本
町
二
丁
目
東
組
△

ニ
四
一
·
1
0鶴
見
本
町
△
‘
―
―10
•
0
0

麿
匠
町
下
組
△
二
五
一

・
1
0舟
入
仲
町

西
組
△
七

0
.
0
0上
天
満
町
東
適
△
一

九
九
・
八
〇
舟
入
幸
町
中
△
三
三
六
・
七

0

旭
町
，
△
八

0
・
0
0宇
品
町
御
幸
通
四
丁

目
△
二
三
八

・
0
0段
原
東
浦
町
上
組
△

二
―
七

・
0
0江
波
東
町
△
二
四

0
・
0
0

南
段
原
町
二
丁
目
△
二
八
ニ
・
五

0
三
川

町
△
四
一
・
ニ

0
輻
島
町
本
町
△
一
六
ニ
・

四
0
南
観
昔
町
三
丁
目
△
1
七
丘
•
五0

南
三
篠
町
一
匝
△
四
一
二
．

0
0山
口
町
△

一
四
九
鬱

0
0天
帥
町
北
糾
△
八

0
・
0
0

西
引
御
堂
町
西
糾
△
ニ
―
九

・
0
0尾
長

町
三
本
松
△
―
二

0
0
0小
網
町
西
組

△
一
五
八
•
六
七
東
観
昔
町
二
丁
目
北
甑

△
一
四

0
・
0
0白
島
東
中
町
△
六
四
・
ニ

0
元
柳
町
△
一

0
0
・
0
0天
神
町
南
組

△
二
四
・
三
四
國
泰
寺
町
南
糾
△
三
七
―

七
・
七

0
段
原
末
廣
町
△
―
二
五
・
七

0
段
一

原
東
浦
町
下
糾
△
一

0
九
・
七
四
下
中
町

一

（
つ
づ
く
）．
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,
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昭
―
‘
隣
問
答
鰭
戸
旦
只
疇
[
[
三
環
汀
昇
這
L
L
t
C
o
[
5
い
鍔
尉
汀
嗜

[l‘
髄
を
語
る
認
い
這
パ
”
正
[
"
＊
口
□
[
い
鮎
闘
い
冒
贔
謬
訂
闘
げ
。
そ

岬

co「
隣
組
問
答
」
「
證
瞼
を
語
る
」
は
共
に
整
理
の
都
合
で
営
分
官
製
は
が
き
叉
は
同
型
の
私
製
は
が
き
を
御
用
ひ
下
さ
い
。

.
0佳
所
氏
名
を
必
ず
明
記
し
て
下
さ
い
。
（
但
し
誌
上
の
匿
名
は
差
支
あ
り
ま
せ
ん
）

，
、
ブ
~

・、月＇1-00宛
名
は
廣
島
市
役
所
蒻
害
課
庶
務
係
と
し
て
「
市
隷
係
」
と
朱
書
し
て
下
さ
い
。

十ゥ

0
 • 

• 
0
回
答
は
本
誌
上
に
限
り
ま
す

0
以
£
に
反
す
る
場
合
は
誌
上
に
載
せ
ぬ
場
合
が
あ
り
ま
す
か
ら
御
含
み
お
き
下
さ
い
。

~ r̂. ぶ
C
`
.

，. 

:11、、

iifド
カ
;_p
：
庄
グ
ル
従
前
ノ
土
地
ノ
債
値
異
ナ

ル
ト
キ
ハ
其
ノ
甑
域
内
ノ
平
均
憤
値
ヲ
以
テ
減
歩
ス
ル
モ

ノ
ト
ス

三
、
前
琥
ノ
負
婚
罷
及
負
婚
率
ハ
市
長
之
ヲ
定
ム
，

四
し
，
廣
島
縣
綜
合
運
動
場
敷
地
、
神
地
、
換
地
叉
ハ
換
地
豫

定
地
中
建
物
ア
ル
宅
地
若
ク
ハ
新
設
道
路
―
―
接
セ
サ
ル
モ

ノ
ー
ー
テ
特
別
ノ
事
情
ア
ル
モ
ノ
ハ
前
項
ノ
負
婚
ヲ
減
免
ス

ル
コ
ト
ヲ
得

第
十
七
條
第
四
項
中
「
ハ
無
償
―
ー
テ
廣
島
市
―
-
」
ト
ア
ル
ヲ
「
中

千
1

一
百
坪
ハ
廣
島
市
―
ー
五
千
坪
ハ
廣
島
縣
二
無
償
」
＿
一
改
ム

備
考
（
施
行
規
程
ハ
掲
示
ヲ
省
略
シ
廣
島
市
役
所
一
一
備
フ
）

已
1
百＂

一

、

従

覧

ノ

場

所

廣

島

市

役

所

一
、
従
覧
ノ
期
日

鱈
謬
誌
類
昇
立
咋
十
日
間
麟
峠
麟
齢

＇
度
量
衡
甲
種
取
締
執
行
廣
島
市
度
量
衡
取
締
規
程
第

四
條
但
書
の
規
定
に
依
る
度
最
衡
に
闊
す
る
甲
種
取
締
は
左
の

通
り
執
行
中
で
あ
る

器

物

提

出

H
時

器

物

提

出

場

所

天
満
國
民
學
校

自
午
前
九
時

至
午
後
一
一
時

九
月
廿
―
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廿

四

H

同

観

音

國

民

學

校
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廿

五
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同
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廿
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同

同

同

廿

七

日
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廿

九
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廣

島

市

商

業

學

校

同

n
-
+
H

同

同

+
月

-

H

同

同

廣
島
市
公
債
償
還
公
告

八
月
六
日
本
市
公
債
償
還
抽
談
執
行
セ
シ
虐
左
記
番
琥
賞
簸
―
―

付
来
ル
九
月
三
十
日
該
営
證
券
引
換
―
―
支
彿
可
致
候
也

已=1--n 

・

廣

島

市

蓄

債

償

還

借

替

公

債

（

ち

競
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壺

萬

圏

券

武

八

、

四

壼

、

七

壺

、

八

四

'

壺
千
圃
券
参
咸
、
六
戴
、
七
或
、
八
堂
、
八
八
、
九
参

九
九
、
壼

0
0

廣
島
市
第
一
＿
＿
期
水
道
披
張
費
奮
債

償
還
借
蓄
公
債
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（
リ
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壺

萬

園

券

参

、

参

0
、
四
戴
、
七
参
、
七
四
、
九
六
、

翌

千

園

券

六

0
、
七
五
、

右
支
彿
場
所
廣
島
市
役
所
、
株
式
會
社
日
本
勧
業
銀
行
廣

島
支
店

取
締
執
行
謳
城

+
H
市
町

束
観
昔
町
一
丁
目
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一
丁
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西
猥
昔
町
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-
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目

観

昔

本

町

南

猥

昔

町

前

任
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衛
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千
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一
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一
丁
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目
西
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H
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宮
本
一
瓢
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千
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一
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吉
郎
右
衛
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．
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町
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三

浦

敏
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田

村

操

金
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下
組
同
黒
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；
、
吉
郎
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中
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一

田

中

町

副

平

田

友

吉

洞

水

態

松
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柳
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三
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四

郎
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孝

作

同
野
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市
太
郎

尾
長
町
一
一
一
本
，

松金

屋

町

下

組

同

定

光

弘

人

天

滴

町

西

組
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若
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同
永
田
熊
太
郎

古
田
町
古
江

組

．
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副

西

川

市
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郎

田

川

静
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＂
、
本
年
度
廣
島
市
納
税
成
績
は
柩
め
て
良
好
と
な
り
こ
れ
を
國
税
に
つ
い
て
見
る
と
今
日
迄
の
螢
業
玲
臨
．
＇
、
牛
＂

納
町
全
直
贔
い
彗
汀
門
悶
｀
い
尉
い
彗
い
い
叶
汀
彗
．
ー
，
＂
＂
＂
決
定

0
彙
報
敬
育
部
警
防
課
新
設

内
機
て
は
約
三
分
の
上
昇
と
な
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
が
原
因
は
一
般
に
納
税
報
國
の
國
民
意
識
が
浸
潤
し
た
に
あ
る

｀
J
-

貨
5
輝
能
．
が
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
態
に
設
定
さ
れ
た
町
内
會
納
税
施
設
が
着
々
と
宵
績
を
拳
げ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
っ
．

；
‘
ぃ
臨
を
て
、
現
在
設
置
さ
れ
て
ゐ
る
町
内
會
納
税
施
設
三
＋

1

1

組
が
一
っ
残
ら
す
凡
ゆ
る
税
金
完
納
の
好
成
績
を
示
叙
任
及
蹄
令

-
9
ヽ
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町

内

會

正

副

會

長

異
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f口
伽
囀
施
痰
し
て
ゐ
る
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
町
内
會
納
税
施
設
が
如
何
に
市
民
に
ど
つ
て
便
利
な
も
の
で
あ
る
か
ゞ
知
ら

璽

轟

組

長

異

動
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n設
揮
れ
る
の
裔
嘗
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し
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る
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ほ
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．
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縣
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妓
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隷
」
は
市
民
と
市
役
所
と
を
繋
ぐ
大
切
な
機
闘
て
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
市
て
は
こ
れ
を
全
市
各
隣
組
長
に
配
布
し
て
居
リ
ま
す
。
何
卒

御、
各
隣
組
了
て
も
全
戸
洩
れ
な
く
御
回
覧
の
上
、
御
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以
上
長
ハ
會
長
、
副
ハ
副
會
長
ヲ
示
ス
）

報一

．

『

青

年

國

民

ー

大

さ

れ

て

男

子

は

大

骰

十

六

歳

以

上

四

十

一

を

受

け

ら

れ

ぬ

時

は

市

役

所

統

計

課

に

申

登
録
は
従
来
歳
未
満
の
者
で
、
職
業
能
力
申
告
手
帳
及

□出
ら
れ
市
長
を
経
て
廣
島
職
業
指
導
所
に

t
未
一
年
齢
満
十
六
ぴ
國
民
努
務
手
帳
を
持
た
ぬ
者
と
な
り
、
一
出
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
申
告
を

範
蝙
歳
以
上
徽
兵
叉
新
に
十
六
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
の
未
一
怠
り
登
録
浪
れ
と
な
り
ま
す
と
他
日
面
倒

女
未
満
の
者
と
婚
の
女
子
が
加
へ
ら
れ
ま
し
た
。
登
録
巾
な
こ
と
が
起
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
か
ら
申

園

子
な
つ
て
ゐ
た
告
時
期
は
来
る
＋
月
末
日
現
在
で
、
来
る
告
義
務
者
だ
け
で
な
く
一
般
に
と
く
と
御

搬

b

が
今
回
こ
れ
十
一
月
十
日
迄
に
申
告
害
を
睾
出
さ
ね
ば
注
意
を
要
し
ま
す
°
殊
に
二
十
歳
以
上
の

大さ

が
宵
姓
年
國
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
申
告
用
紙
は
調
査
員
男
子
、
、
二
十
五
歳
以
下
の
女
子
は
最
初
の

る
’
申昔

民
登
録
と
か
が
夫
れ
ぐ
申
告
義
務
者
に
配
り
、
ま
た
事
で
す
か
ら
詳
細
市
役
所
統
叶
課
へ
御
問

は
り
9

登
録
集
め
て
廻
は
る
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
一
合
を
下
さ
い
。

．
の
範
園

Li撰
が
、
若
し
申
告
期
日
が
来
て
も
申
告
用
紙
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市 島 廣

を
使
ふ
人
は
大
證
千
八
百
ヵ
ロ
リ
1
位
で

十
分
で
あ
る
。
必
要
以
上
の
食
物
を
据
る

た
め
に
却
つ
て
能
率
を
下
げ
て
ゐ
る
人

は
、
同
時
に
ま
た
老
衰
を
早
め
て
ゐ
る
の

で
知
ら
す
識
ら
す
の
中
に
自
殺
行
為
を
や

つ
て
ゐ
る
と
も
言
へ
る
の
で
あ
る
0

人
間

が
食
ぺ
過
ぎ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は
豚
に

欅
山
の
美
味
し
い
食
物
を
食
べ
る
だ
け
澤

山
食
べ
さ
せ
て
之
を
殺
し
、
零
下
五
十
五

度
で
カ
チ
カ
チ
に
凍
ら
せ
胃
袋
を
取
出
し

て
桧
べ
て
見
る
と
、
あ
の
貪
慾
と
い
は
れ

る
豚
で
さ
へ
ま
だ
胃
袋
に
鐵
が
残
っ
て
ゐ

る
。
と
こ
ろ
が
人
間
は
腹
一
杯
の
胃
袋
を

レ
ン
ト
ゲ
ン
で
見
る
と
、
鐵
ど
こ
ろ
か
張

b
切
つ
て
ビ
カ
ピ
カ
光
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ

霞
瞼
で
も
明
か
で
あ
る
0

人
間
応
調
理
と

ゃ
ふ
技
功
を
知
つ
て
ゐ
る
為
原
料
に
味
や

温
度
を
加
へ
香
り
を
つ
け
色
ま
で
つ
け
て

食
慾
を
刺
戟
し
遂
に
過
食
す
る
の
で
あ
る

生
の
儘
な
ら
ば
あ
ま
り
多
く
食
べ
ら
れ
ぬ

も
9
を
あ
の
手
こ
の
手
で
胡
廠
化
し
て
身

罷
の
害
も
構
ま
は
す
食
べ
る
や
う
に
自
ら

仕
向
け
て
ぬ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
食
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中
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戦

死

者

富
士
野
一
一
一
郎
殿

赤
田
寅
夫
殿

丸
元
．
隆
殿

ふ
と
、
！
砒
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；
酎
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；
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物
を
撮
る
最
の
基
準
と
し
て
、
若
し
此
の

材
料
を
生
の
儘
で
食
べ
た
ら
ド
レ
位
食
べ

ら
れ
る
か
と
い
ふ
こ
と
を
一
應
考
へ
て
見

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
例
へ
ば
卵
に
し

て
も
菓
子
や
卵
燒
な
ど
色
々
料
理
す
れ
ば

一
度
に
澤
山
食
べ
ら
れ
る
が
~
生
の
ま

4

で
醤
油
な
し
で
は
さ
う
多
く
は
食
べ
ら
れ

な
い
筈
で
あ
る
。
そ
こ
で
な
る
べ
く
生
食

す
る
や
う
に
心
が
け
る
こ
と
も
過
食
を
避

け
る
方
法
で
あ
る
°
過
食
を
慎
む
こ
と
は

何
よ
り
の
若
返
り
法
で
あ
り
健
康
を
保
つ

秘
訣
で
あ
る
0

叉
婦
人
で
徽
を
苦
に
す
る

者
は
食
べ
過
ぎ
て
内
臓
を
疲
努
さ
せ
て
は

ゐ
な
い
か
ど
う
か
を
考
へ
て
見
る
要
が
あ

る
。
戦
時
下
物
資
が
不
足
し
た
り
思
ふ
や

う
に
出
廻
は
ら
な
い
の
は
ど
こ
の
國
で
も

同
じ
こ
と
で
未
曾
有
の
大
戦
を
し
て
ゐ
る

日
本
と
し
て
は
ま
だ
ソ
＼
豊
富
な
方
で
こ

こ
に
も
日
本
に
生
れ
た
有
難
さ
が
あ
る
わ

け
で
あ
る
°
徒
ら
に
物
が
無
い
こ
と
ば
か

り
を
口
に
せ
す
き
互
の
生
活
に
無
駄
や
考

ヘ
違
ひ
が
あ
り
は
せ
ぬ
か
を
よ
く
考
へ
て

見
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
ふ
。

横
川
一

1

一

丁

目

一

西

九

軒

町

一

河

原

町

一

西

天

満

町

一

南
観
苦
即
―
―
―

三

篠

木

町

ニ

ー

＝
蕊
来
＇
町
四
一

宇

品

町

一

計

七

0
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廣
島
市
民
罷
育
祭
は
愈
々
来
る
十
月
二

十
六
日
（
策
四
日
曜
日
）
午
前
九
時
（
雨

天
の
際
は
十
一
月
二
日
第
一
日
曜
H
)
か

ら
南
観
昔
町
廣
島
證
錬
場
（
薔
恨
稲
綜
合

運
動
場
）
で
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が

嘗
日
参
加
の
向
は
左
の
諸
注
意
を
御
熟
讀

あ
り
た
い
。

一
、
監
督
會
議
を
十
月
二
十
三
日
夜
開
催

し
ま
す
時
間
場
所
等
は
濫
督
に
直
接
御

通
知
致
し
ま
す
。

一
、
出
場
者
は
各
聯
合
町
内
會
旗
を
先
頭

に
猿
列
し
て
會
場
に
行
進
す
る
様
取
計

つ
て
下
さ
い
。

一
、
常
日
出
場
者
は
勿
論
観
衆
の
方
々
も

靴
、
ワ
ラ
ヂ
草
履
叉
は
裸
足
で
な
い
と

競
技
場
内
（
見
物
席
）
に
入
れ
ま
せ
ん

下
駄
履
は
絶
封
に
断
は
ら
れ
ま
す
か
ら

御
注
意
下
さ
い
0

.

一
、
會
場
内
は
お
互
が
滞
潔
に
す
る
事
に

し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
か
ら
反
古
と

か
辮
嘗
等
の
空
殻
は
皮
古
入
れ
に
投
入

す
る
か
一
個
所
に
集
結
す
る
か
の
方
法

を
し
て
下
さ
い
。

（
註
）
以
上
の
件
は
各
町
民
に
よ
く
徹
底

す
る
や
う
願
ひ
ま
す
。

な
ほ
賞
日
出
場
者
は
男
子
は
軽
装
、
女
子

は
必
キ
モ
ン
ペ
を
着
用
さ
れ
る
べ
く
叉
、

聯
合
町
内
會
よ
り
御
希
望
申
込
あ
れ
ば
競

抜
上
の
諸
獣
を
説
明
の
た
め
廣
島
市
骰
育

協
會
か
ら
夜
間
に
限
り
説
明
指
導
に
派
出

さ
れ
る
。

去
る
九
月
末
H
現
在
で
行
は
れ
た
第
四

回
努
務
動
態
調
究
は
十
月
十
日
迄
に
市
役

所
統
計
課
に
調
査
報
告
書
を
提
出
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
事
と
な
っ
て
ゐ
た
が
、
今
回
に
限

り
こ
の
提
畠
期
限
が
一
ヶ
月
延
期
さ
れ
て

十
一
月
十
日
と
な
り
ま
し
た
0

報
告
義
務

者
は
同
日
迄
に
必
中
提
出
さ
れ
ま
せ
ぬ
と

今
後
努
務
員
を
雇
傭
さ
れ
る
こ
と
が
出
来

な
く
な
り
ま
す
か
ら
十
分
御
注
意
さ
れ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
ほ
念
の
た
め
に
こ
れ

が
報
告
の
義
務
者
並
に
報
告
す
べ
き
努
務

者
の
範
園
を
記
す
と
左
の
通
り
で
あ
り
ま

す。官
等
級

陸
軍
兵
長

同
上
等
兵

同

大

尉

住

所

似
島
町
家
下

荒
紳
町

江
波
町

軍
市
殿

盛
男
殿

廣
殿

顎
死
者

}＇』

報
告
義
務
者
九
月
三
十
日
現
在
に
於

て
引
績
き
＿
―
-
ヶ
月
以
上
に
亙
り
努
務
者

を
雇
傭
す
る
屈
傭
主
△
九
月
＝
平
・
日
現

＼
 

在
に
於
て
努
務
者
を
雇
傭
し
居
ら
す
と

も
四
月
以
降
に
於
て
三
ヶ
月
以
上
努
務

者
を
雇
傭
し
た
雇
傭
者
△
榮
務
供
給
業

者
で
勢
務
者
と
雇
傭
脳
係
を
結
べ
る
者

報
告
勢
務
者
九
月
一
二
十
日
現
在
で
雇

傭
せ
る
努
務
者
△
本
年
四
月
以
降
に
於

て
雇
人
叉
は
解
雇
し
た
努
務
者
△
昭
和

十
七
年
一
二
月
末
迄
に
雇
入
れ
の
豫
定
あ

る
努
務
者
△
日
傭
努
務
者
（
但
し
左
記

の
者
は
含
ま
な
い
、
勤
務
の
場
所
が
外

地
に
あ
る
者
、
船
員
法
の
適
用
あ
る
船

員
、
醤
師
曲
科
習
師
築
割
師
欺
腎
師
、

年
齢
十
二
歳
以
下
及
び
六
十
歳
以
上
の

者
、
月
給
又
は
年
俸
月
割
百
園
を
超
ゆ

る
事
務
従
業
者
）

尚
詳
細
は
市
役
所
統
計
課
に
御
問
合
さ
れ

た
い
。

藷
の
最
高
値
改
正
十
一
月
中
の
馬

鈴
薯
、
甘
藷
の
小
喪
最
高
憤
格
（
一
貫
匁

嘗
り
）
左
の
通
り
改
TE
さ
る
。

廿

藷

―

―

―

闘

五

十

錢

馬

薯

二

闘

八

十

錢

同
一
等
兵

同

少

尉

同
一
等
兵

陪
級
照
會
中

同
上
等
兵

海

軍
一
一
等
兵
曹

同
上
等
兵

軍

局

山塚杉伊宮
野脇田逹本

山
田

山
田

牛
窓

古
田
町

廣
瀬
北
町

横
川
町
二
丁
目

東
猥
屋
町

段
原
末
廣
町

矢
賀
町

南
観
晋
町

仁
保
大
河
本
通

：
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糧

！日＞＇蘭疫
痢
は
殆
ど
二
三
歳
か
ら
七
八
歳
迄
の

小
兒
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
、
症
朕
も
重

く
、
不
幸
な
結
果
に
な
b
や
す
い
、
恐
し

い
病
氣
R
す
°
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
非
常

昭
和
十
七
年
度
徽
兵
適
齢
者
は
大

lE+

年
十
二
月
二
日
生
よ
り
大
庄
十
一
年
＋

1

i
 

月
一
日
生
の
者
で
あ
り
ま
し
て
こ
れ
に
嘗

る
向
は
各
戸
主
よ
り
本
年
の
十
一
月
中
に

本
籍
の
市
甑
町
村
長
へ
微
兵
適
齢
届
を
出

す
こ
と
に
な
つ
て
居
り
ま
す
。
な
ほ
廣
島

市
に
本
籍
を
有
す
る
者
に
は
庇
に
適
齢
届

用
紙
を
尺
主
宛
に
獲
送
致
し
ま
し
た
が
、

本
籟
に
居
住
ぜ
す
叉
寄
留
の
手
績
を
し
て

居
な
い
人
は
不
渡
の
向
き
も
あ
る
様
で
あ

り
ま
す
か
ら
之
等
の
人
は
至
急
兵
事
課
微

兵
係
へ
申
出
で
下
さ
い
。

に
多
く
、
ば
い
き
ん
に
よ
つ
て
起
る
こ
と

は
勿
論
で
す
が
、
そ
の
起
り
は
殆
ど
常
に

不
慣
れ
な
食
物
、
不
消
化
な
食
物
、
冷
い

飲
物
、
腐
つ
た
食
物
、
食
べ
過
ぎ
等
が
誘

因
に
な
っ
て
居
ま
す
0

叉
寝
冷
え
や
、
ひ

ど
く
疲
れ
た
り
す
る
こ
と
も
誘
因
に
な
り

ま
す
。病

氣
の
始
り
は
十
二
、
三
時
間
か
ら
二

十
四
時
間
で
、
時
に
は
も
つ
と
は
や
く
非

常
に
急
で
す
。
一
刻
を
争
ふ
病
氣
で
す
か

ら
、
お
母
さ
ん
方
は
餘
程
お
玉
さ
ん
逹
の
・

上
を
注
意
し
て
見
て
ゐ
な
い
と
飛
ん
だ
こ

と
に
な
り
ま
す
。
先
づ
小
兒
は
非
常
に
全

身
が
だ
る
＜
元
氣
が
な
く
な
り
、
今
ま
で

勢
よ
く
遊
ん
で
居
た
子
が
獣
つ
て
し
よ
ん

ぼ
り
し
て
し
ま
ひ
、
笑
ひ
顔
も
べ
そ
を
か

い
た
様
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
額
に
手
を

賞
て
ヽ
み
る
と
大
抵
熱
が
あ
り
、
敷
時
間

で
四
ヤ
度
に
も
逹
す
る
熱
を
出
し
ま
す
。

こ
の
様
な
時
は
最
先
に
お
瞥
者
様
を
迎
ヘ

ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
必
す
「
ヒ
マ
シ

油
」
を
飲
ま
せ
、
又
瀧
腸
を
し
て
早
く
腹

の
中
の
悪
い
も
の
を
出
し
て
し
ま
は
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
ヒ
マ
シ
油
」
は
よ
い

匂
ひ
の
す
る
の
も
出
来
ま
し
た
し
、
平
生

か
ら
子
供
に
よ
く
話
し
て
お
い
て
、
疫
痢

に
か
ヽ
っ
た
ら
こ
れ
を
飲
ま
な
け
れ
ば
死

ぬ
と
い
ふ
風
に
、
よ
く
云
ひ
き
か
せ
て
置

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
瀧
腸
」
は
薬

屋
で
築
を
賣
つ
て
居
ま
す
が
、
子
供
さ
ん

の
あ
る
家
で
は
瀧
腸
の
道
具
位
―
つ
備
へ

て
置
い
で
、
お
母
さ
ん
自
ら
が
や
つ
て
や

る
位
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
／

こ
の
病
氣
は
粘
液
の
混
っ
た
下
痢
便
を

贔
髯
直
〗

疫
痢
に
よ
く
似
た
子
供
の
病
氣
に
自
家

中
毒
症
と
い
ふ
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

疫
痢
よ
り
少
し
は
軽
い
で
す
が
素
人
に
は

慨
別
が
つ
き
ま
せ
ん
か
ら
疫
痢
と
同
じ
様

に
手
営
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

武正秀
高夫 豊 之 典
殿殿殿殿殿

報
・
・
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来
る
「
一
十
六
日
に
攀
催
さ
る

廣
島
市

育
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贔

七
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あ
ま
り
身
個
を
使
は
な
い
の
に
寝
て
も

寝
て
も
寝
足
り
な
い
と
い
ふ
人
が
あ
る

が
、
さ
う
い
ふ
人
は
大
抵
は
物
を
食
べ
過

ぎ
て
ゐ
る
°
物
を
食
べ
過
ぎ
る
と
消
化
器

が
休
む
暇
な
く
働
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
そ

れ
か
ら
起
る
疲
努
が
多
く
、
そ
の
疲
努
を

快
復
す
る
に
は
ど
う
し
て
も
誤
眠
を
十
分

と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
大
盛
筋
肉

の
疲
れ
は
直
ぐ
判
る
の
で
注
意
す
る
が
、

内
臓
の
疲
れ
は
注
意
す
る
人
が
少
な
い
。

と
こ
ろ
が
内
臓
の
疲
努
こ
そ
知
ら
ぬ
間
に

だ
ん
く
人
間
を
老
衰
さ
せ
又
日
常
生
活
＿

の
能
率
を
著
し
く
減
す
る
の
で
あ
る
0

面

に
敏
が
出
来
た
b
頭
が
ぼ
ん
や
り
し
て
績
・

け
て
仕
事
が
出
来
な
か
っ
た
り
す
る
の
は

多
く
は
共
の
現
れ
で
あ
る
。
普
通
泄
間
で

は
頭
を
使
ふ
と
ェ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
耗
ず
る

と
い
ふ
考
へ
か
ら
筋
肉
努
働
と
同
じ
ゃ
ぅ

に
澤
山
の
食
糧
を
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思

つ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
が
宵
際
は
さ
う
で

な
く
、
頭
は
い
く
ら
使
っ
て
も
其
の
為
に

空
腹
を
感
じ
る
と
か
澤
山
の
カ
ロ
リ
ー
を

必
要
と
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
な
い
。

日
本
人
の
成
年
男
子
の
必
要
カ
ロ
リ
ー

は
一
日
に
二
千
四
百
カ
ロ
lJ
．
と
な
つ
て

ゐ
る
が
之
は
相
嘗
に
筋
肉
を
使
ふ
人
の
標

準
で
、
筋
肉
を
あ
ま
り
使
は
な
い
人
は
之

で
は
多
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
主
と
し
て
頭
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日十二月十年六十和昭

廣
島
市
長

選
奉
人
名
簿
縦
覧
始
ま
る

衆
議
院
議
員
、
市
會
議
員
選
學
人
名
薄
が
来
る
十
一
月
五
日

か
ら
向
ふ
十
五
日
間
（
休
日
を
含
む
）
市
役
所
で
毎
日
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
縦
覧
に
供
さ
れ
ま
す
。
こ
の
名
師
の
修
正

申
立
は
縦
魔
期
間
中
で
な
い
と
出
来
ま
ぜ
ん
。

農
林
水
産
業
調
査
員
決
定

農
林
省
令
第
百
十
一
琥
に
依
る
廣
島
市
農
林
水
産
業
調
査
員
据

．
 

一
・"

・嘉``
屯、

さ

田

'^報 ：市

,・<・胃，；←．、'．・::・-:-::·:·:::_.,:•)\·:···>: 

日十二月十年六十和昭 ・報＇ ・市-●991999999. 999 9 9999●9●’9999999999’’’’!99 99999 999’’・99 9 

1 あた内の席にの＇
つか會つの出出ー＝敬組、

通豪日勤席側席而

たら員 者席席三員
し雨夜誘票と瓶し

ら てにをにをし況て
°毎も．も票瓶＝ー 見除努配てにこ

第夜毎竺ぁを態 o 日 舞いめ布は就の
＝の夜叶
坂受三算つ

持をーニ はたたし間て會
参示器 H ～れ他゜

は 講 ヽ したせし
‘接考合

一三 たの會各的察に
前者四たがぬた益日 に三期組出す於
半＇は十シこ者
に二名こょ‘^

＿四 拘夜中長席るけ
壬日 らとのは督にる

本百はのに一
町名出外 は戸 哭＝

[ 通 すも天直動‘町

内内席に出敷こ。叶
全開候接の先内
會講は的たづ員

會外さ他席人の？率出 期時十出め主の
＊でれ町票出外＾

六席
をに八席出催出

●,． 

', {’・ •9 • 9 ●’. ：＇、・・'・
’’,．, •; • • 3 9, • •. iヽ・ '9'

9 9',<  9,』＇,．．•.．＇ '9:
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, •島｀廣·\
9’9999 9. 99999.9999999H●99●l’ 

．ヽ
- i--

-. 

；‘/.島・・.:廣そこ・

一
門
濯
｀
晨

一

路

線

名

二

幽

分

一

起

貼

終

一

米

ー

米

藷
路
線
一
新
庄
町
11

、0
益
地
両
上
一
、
共
四
地

0

、
竺
雪
・
窄

1
0

藝
疇
更
路
＿
新
庄
町
1
r
0

益
地
＿
同
上
一
、
が
六
四
地
―
=
-
、
六
0

＿
悶
0-1

疇
止
謳
疇
讐
、

0
0

六
ノ
＿
誓
‘
0
1
―
―
九
地
喜
一
―
-
＿
翠
四
ー

'
闘
面
ハ
土
木
部
土
木
課
―
ー
ア
リ

〇
廣
島
市
告
示
甲
第
一
九
0
競

土
地
立
入
ノ
件
一
一
付
廣
島
遁
信
局
廣
島
工
務
出
張
所
長
ョ
リ
左

1
通
リ
通
知
ア
リ
タ
リ

已

＇ 

1
、
立
入
ノ
目
的
電
話
線
路
架
設
工
事
ノ
為

二
、
立
入
ル
ベ
キ
土
地
ノ
甑
域
矢
賀
町
地
内

三
、
土
地
立
入
期
間
昭
和
十
六
年
自
十
月
三
日
至
十
月
十
日

四
、
工
事
撞
嘗
官
廣
島
工
務
出
張
所
線
路
係
長
逓
信
局
技
手

宮
本
進

昭
和
十
六
年
十
月
―

-
H

藤

若

水

., 

【
七
四
頁
ヨ
リ
】

•
第
一
地
帯
百
分
l

八
十

第
二
地
帯
百
分

2
-
+

9
0廣
島
市
告
示
甲
第
一
八
五
競
ノ
ー

昭
和
十
六
年
九
月
二
十
四
日

廣

島

市

長

籐

田

若

水

市
内
新
庄
町
池
内
市
道
1
0
五
琥
線
ヲ
左
記
ノ
通
リ
認
定
菱
更

ス

＇
訂
正
去
る
九
月
二
十
日
疲
行
廣
島
市
報
第
百
五
十
五
読
七

一
頁
「
町
名
改
稲
匝
域
菱
更
及
び
字
名
巖
止
の
件
」
記
事
中
、

五
行
目
「
な
ほ
菱
更
町
甑
域
内
に
属
せ
ぬ
が
」
と
あ
る
は
「
な

ほ
菱
更
町
甑
域
内
に
腸
す
る
」
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
す
。

嘗
事
務
及
氏
名
は
此
の
程
左
の
通
り
決
定
し
た
。
‘

農
林
水
産
業
調
査
員
（
指
導
員
）
、
農
林
省
所
管
重
要
物
資
現
在

高
調
査
員
、
商
工
省
所
管
重
要
物
資
現
在
高
調
査
員
、
公
吏
、

宗
燦
薫
二
、
天
野
秀
吉
、
木
村
泰
吉
、
岡
本
六
郎
、
角
谷
正
英

千
葉
悦
二

農
林
水
産
業
調
査
員
、
農
林
省
所
管
重
要
物
資
現
在
高
調
査
員

商
工
省
所
管
重
要
物
資
現
在
高
調
査
員
、
公
吏
、
中
村
繁

農
林
省
所
管
重
要
物
資
現
在
高
調
査
員
、
商
工
省
所
管
重
要
物

資
現
在
高
調
査
員
、
公
吏
、
栗
田
寅
男
、
山
本
新
一
郎
、
井
上

清
、
岩
田
忠
孝
、
金
山
一
人
、
吉
野
儀
作
、
星
月
庄
道
、
酒
井

榮
一
、
恩
坊
田
禰

i

、
竹
田
輻
太
郎
、
保
田
慶
治
郎
、
遠
籐
壽

一
｀
沖
田
常
蔵
、
内
山
勝
秋
、
迫
田
八
郎
、
小
笹
忠
夫

農
林
省
所
管
重
要
物
資
現
在
高
調
査
員
、
公
吏
、
原
義
男
~
原

田
美
三
男
、
田
上
史
郎
、
利
行
勇

農
林
水
産
調
査
員
、
農
業
、
大
瀬
戸
岬
、
石
井
俊
雄
、
三
保
信

治
、
中
井
勘
蔵
、
中
尾
秋
松
●
太
田
為
四
郎
、

t

岡
田
憲
三
、
本

田
源
三
、
橋
本
長
之
助
、
富
士
井
熊
吉
、
中
山
清
、
加
登
笹
一

三
保
―
二
郎
、
松
井
民
蔵
、
平
野
哲
夫
、
山
本
増
太
郎
、
中
村

繁
太
郎
、
馬
場
為
八
、
西
本
義
見
、
吉
川
鎮
槌
、
中
石
喜
1
二
郎

竹
本
米
吉
、
木
村
五
三
郎
、
太
田
初
吉
、
増
本
勇
、
幅
本
常
太

郎
、
川
口
覺
一
、
大
野
庄
吾
、
中
村
徳
行
、
田
村
平
一
、
岡
部

偲
一
、
佐
々
木
玉
吉
、
小
川
亀
三
、
小
川
市
三
郎
、
敷
地
捨
吉

平
野
仁
助
、
宮
原
庄
助
、
火
浦
惣
吉
、
谷
興
一
、
高
林
一
男
、

沖
田
兼
松
、
山
岡
只
次
郎
、
岩
原
一
男
、
台
井
和
一
、
増
田
雅

登
、
滑
水
敷
男
、
前
理
一
、
講
元
龍
一
、
笹
口
静
男
、
迫
田
盛

造
、
山
川
金
一
、
藤
本
軍
一
、
辻
岡
儀
一
、
吉
田
輻
一
、
竹
本

梅
一
、
向
井
熊
一
、
網
本
万
吉
、
大
畠
春
一
、
竹
本
四
方
一
、

大
畠
昔
松
、
矢
島
岩
吉
、
丸
本
京
一
、
，
谷
口
寅
一
、
桝
田
荒
司

大
山
榮
市
、
柳
辮
吉
、
笠
岡
増
次
郎
、
矢
野
榮
、
大
野
重
蔵
、

船
越
八
朔
、
中
本
窟
次
郎
、
和
泉
松
次
郎
、
馬
本
庄
一
、
沖
田

．
一
信
、
松
本
武
、
藤
川
政
吉
、
東
松
市
、
中
村
忠
吉
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の
出
席
率

パ誓[,"

＊
常
會
を
行
っ
た
の
で
本
町
内
會
員
の
出

席
敗
は
全
會
期
の
頂
貼
に
上
り
常
會
に
封

す
る
出
席
の
資
務
が
意
識
さ
れ
て
ゐ
る
結

果
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
幽
で
注
目
さ

れ
、
好
天
の
策
四
夜
に
尻
上
り
の
盛
況
を

綾
困
席
李
平
均
六
十
八
。
ハ
ー
セ
ン
ト
を
獲

得
し
た
こ
と
は
町
内
會
を
疲
育
途
上
に
あ

る
生
態
と
し
て
考
へ
る
べ
き
で
あ
る
限
り

好
調
で
あ

5
と
謂
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
ヽ
で
結
語
を
一
云
へ
ば
①
町
内
會
の
指

導
者
と
し
て
は
、
市
民
諸
君
の
町
内
會
意

識
を
ま
だ
ま
だ
買
ひ
す
ぎ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
で
町
内
常
會
が
間
接
督
励
程
度
の
出
私
共
の
組
は
役
所
へ
務
め
て
を
ら
れ
る

席
要
請
に
依
つ
て
雨
中
尚
ほ
九
十
。
ハ
ー
セ
方
が
多
く
留
守
を
守
る
は
御
婦
人
逹
で
隣

ン
ト
に
進
む
迄
に
は
尚
適
切
、
穏
健
、
懇
組
一
家
を
守
る
為
め
平
素
か
ら
年
別
に
二

切
な
指
導
努
力
が
彿
は
れ
ね
ば
な
ら
な
＋
歳
前
後
を
手
押
ボ
ン
プ
ヘ
或
ひ
は
給
水

い
。
（
常
會
が
各
員
の
直
接
利
害
問
題
と
闊
作
業
に
三
十
歳
前
後
を
投
砂
へ
四
十
歳
前

係
す
る
場
合
及
び
誰
れ
彼
れ
の
出
訣
席
が
後
を
ホ
ー
ス
先
へ
若
千
名
共
れ
か
ら
縄
主

も
ろ
に
分
つ
て
了
ふ
隣
組
常
會
の
場
合
は
人
が
平
素
若
千
名
家
に
を
ら
れ
ま
す
か
ら

勿
論
別
で
あ
る
）
質
相
を
き
は
め
す
、
指
筵
或
ひ
は
鳶
口
に
て
共
れ
人
＼
虚
置
を
し

導
ぬ
き
の
各
般
施
設
が
焦
慮
ぜ
ら
れ
る
と
て
い
た
ゞ
く
と
一
云
ふ
風
に
賛
同
の
上
空
襲

き
は
、
す
べ
て
ペ
ー
パ
ー
。
。
フ
ラ
ン
に
堕
時
に
際
し
手
配
を
定
め
て
居
ま
す
、
叉
平
，

す
る
。
⑲
共
の
所
謂
指
導
の
た
め
に
は
或
素

xIに
困
特
に
氣
を
配
つ
て
い
た
ゞ
い
て

呈
し
た
こ
と
は
幸
で
あ
っ
た
°
組
別
出
席
る
程
度
の
出
席
要
請
が
必
然
的
に
行
は
れ
ゐ
ま
す
し
平
素
給
水
口
へ
は
ゴ
ム
紐
目
を
取

率
は
最
高
九
八
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、
最
低
―
―
-
0
る
こ
と
ヽ
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付
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あ
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あ
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と
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正

副

會

長

異

動

一

昭
和
十
六
年
＋
、
十
一
月

町
内

ヽ

廿
五

H

二
十

H

チ
フ

本
市
の
本
年
度
腸
チ
フ
ス
豫
防
注
射
は
草
津
、
庚
午
雨
方
面

を
除
き
去
る
十
一
月
七
日
以
来
各
國
民
學
校
通
學
襄
域
別
に
よ

り
市
内
各
所
で
施
行
中
で
す
が
十
一
月
二
十
日
以
降
の
施
行
地

域
は
左
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
な
ほ
所
定
の
日
に
注
射
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
向
は
最
寄
り
の
施
行
場
で
市
役
所
よ

b
出
張
の

係
員
に
そ
の
旨
を
申
出
で
に
な
り
ま
す
れ
ば
何
所
で
も
注
射
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
0

叉
、
本
市
で
こ
の
豫
防
注
射
．

を
始
め
ま
し
て
以
来
チ
フ
ス
息
者
が
逐
年
減
退
し
て
ゐ
る
こ
と

に
よ
つ
て
そ
の
効
果
の
多
大
で
あ
る
こ
と
は
十
分
認
め
ら
れ
ま

す
か
ら
、
一
般
に
臨
戦
態
勢
下
の
軍
都
市
民
の
賢
務
と
し
て
こ

れ
を
受
け
ら
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
脚
氣
、
心
臓
病
、
腎
臓

病
、
肺
結
核
、
紙
娠
中
或
は
疲
熱
一
二
七
度
五
分
以
上
の
方
は
反

應
作
用
が
あ
り
ま
す
か
ら
こ
ん
な
方
は
内
服
ワ
ク
チ
ン
を
服
用

さ
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
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町
名
施
行
所

節

一

回

第

二

阿

大
須
賀
、
猿
狼
橋
、
松
原

十
一
月
十
八

n
十
一
月
廿
―

-
H
紫
岬
町
東
部
、
同
甲
組
一
荒
紳
校

廿
四
r
j

酉
猥
屋
町
一
闘

1--+．日

, ・‘ 

寮
屋
町
、
京
橋
、
的
場
、
一

土
手
、
松
川
町
、
稲
荷
町
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責
ー
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字六
月月
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ョて ＝ユ
月月

，
｀
敲
瀑
冥
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ぐ

か
ん
ば
ち
（
あ
か
ば
な
）

•
益

-•O
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た
ま
み
（
く
ち
み
だ
い
）

ま
な
か
つ
を

め
い
ち
だ
い

ち
だ
い
（
は
な
だ
い
）

す

す

き

き
じ
は
た

し
は
た
）

あ
ま
だ
い

ま

だ

い

廣
島
縣
で
は
十
月
十
一
日
縣
告
示
第
千

百
九
読
を
以
て
左
の
通
り
廣
島
市
に
於
け

る
食
用
生
鮮
魚
介
類
の
小
賣
業
者
最
高
販

賣
憤
格
（
正
味
百
匁
常
）
を
指
定
公
布
し

た。し
ら
う
を
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〇
告
示
甲
第
二
＿
七
盤

廣
島
市
機
械
工
訓
育
所
規
程
中
改
正
J

件

昭
和
十
三
年
十
月
丘
日
告
示
甲
策
一

1

二
競
廣
島
市
機
械
工
訓

育
所
規
程
中
左
IJ
通
リ
改
ム

昭
和
十
六
年
十
月
一
一
一
十
一
日

，

二

廣

島

市

長

籐

田

若

水

第
六
章
中
「
授
業
料
及
學
資
」
ト
ア
ル
ヲ
「
震
」
。
．
―
-
改
ム

、
第
十
八
條
削
除

＂＂っ

付Kr

貝

．
本
規
程
ハ
昭
和
十
六
年
十
月
一
日
ョ
リ
之
ヲ
施
行
ス

一
路
線
名
一
起
貼
層
貼
＿
延
長
＿
炉
鯉
厖
域
菱
更
萬
間
一

織

町

六

＿

―

囲

上

流

川

町

1

――ャノ
1
-

地
先

鐵
砲
町
七
0

ノーー

――
―
-
J
1
晦一
0

ク
ー
鐵
砲
町
一
和
ゼ
―
-
0
-
l
四
尺

六
＾

「
-
]
-
（
以
下
入
七
頁
へ
績
く
）

ヽ

〇
廣
島
市
告
示
甲
第
ニ
ー
ニ
賊

身
．
廣
島
市
機
械
工
養
成
所
授
業
料
微
牧
規
程

麿
止
J

件

昭
和
十
三
年
十
月
十
三
日
告
示
甲
第
一

1

一
七
琥
廣
島
市
機
械
工

養
成
所
授
業
料
徽
牧
規
程
ハ
．
昭
和
十
六
年
十
月
一
日
ョ
リ
之
ヲ

衷
止
ス

昭
和
十
六
年
十
月
二
十
八

H

．

廣

島

市

長

藤

田

和

右

水
9
]
 

廣

島

市

長

藤

田

若

水

市
内
上
流
川
町
地
内
市
道
第
三
十
一
琥
線
ノ
一
／
甑
域
ヲ
左
記

J

通
リ
菱
更
シ
菱
更
ー
ー
依
リ
新
一
一
道
路
甑
域
—
—
編
入
シ
タ
ル
部

分
J

供
用
ヲ
開
始
ス

岡
面
ハ
土
木
部
土
木
課
ー
ー
ア
リ

已菩n

〇
廣
島
市
告
示
甲
第
一
l

l

八
賊

昭
和
十
六
年
十
一
凡
四
日

、ヘ- ` 
/ 

‘̀ ヽ

ヽ

迄

報 市 島 廣
、亀

一
、
大
正
十
二
懇
ハ
月
廣
島
市
告
示
甲
第
五
十
読
廣
島
市
市
螢

事
業
臨
時
調
究
委
員
規
程

一
、
大
正
十
四
年
＋
月
廣
島
市
告
示
甲
第
六
十
七
競
廣
島
市
臨

｀
時
社
會
事
業
調
壺
委
員
規
租

一
、
昭
和
三
年
四
月
廣
島
市
告
示
甲
第

1

一
十
二
琥
廣
島
市
臨
時

公
會
堂
改
築
調
査
委
員
規
程

一
、
昭
和
四
年
八
月
廣
島
市
告
示
甲
策
七
十
琥
廣
島
市
水
道
委

員
設
撻
規
程

一
、
昭
和
九
年
十

1

一
月
廣
島
市
告
示
甲
第
百
五
十
三
説
廣
島
市

財
政
調
在
委
員
設
置
規
程

一
、
昭
和
十
年
丘
月
廣
島
市
告
示
甲
策
四
十
八
魏
廣
島
市
臨
時

保

健

事

業

調

査

委

員

設

樹

規

程

砕

一
、
昭
和
十
年
十
一
月
廣
島
市
告
示
甲
第
百

1

一
十
九
眺
廣
島
市

J

長
臨
時
下
水
道
調
査
委
員
設
罹
規
程

一
、
昭
和
十
一
年
四
月
廣
島
市
告
示
甲
第
六
十
三
就
臨
時
河
川

調
査
委
員
規
程

廣

島

市

長

籐

田

若

水

一
、
受
釜
者
負
推
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ
工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所

観
昔
町
西
堤
防
道
路
改
修
工
事

西
観
音
町
一
丁
目
ー
ー
一
番
地
l
-
、
三
八
八
番
地
l
四
地
先
ョ

リ
詞
町
一
七
番
地
ノ
一
、
三
八
＿
二
番
地

l

四
地
先
—
—
至
ル
間

及
道
路
l
維
持
上
必
要
ナ
ル
施
設

1
 
1

、
工
事
着
手
年
月
日

昭
和
十
六
年
十
月
一
二
十
日

三
、
負
橡
甑
及
地
帯

L

本
工
事
施
行
箇
所
ヲ
一
負
撥
甑
ト
ス

第
一
地
帯
道
路
J
境
界
線
ョ
リ
十
四
メ
ー
ト
ル

第
1

一
地
幣
竺
地
帯
ノ
外
側
線
ョ
リ
十
四
メ
ー
ト
ル

四

、

負

撞

率

負
撞
額
線
工
費
ノ
四
分
ノ
一
ト
ス

地
帯
―
一
於
ケ
ル
配
分
率
左
ノ
如
シ

第
一
地
帯
百
分
入
八
十

第
二
地
帯
百
分
ノ
ニ
十

R
廣
島
市
告
示
甲
第
二
l

l

猿

道
路
工
事
受
盆
者
負
櫓
規
程
第
十
三
條
―
ー
依
リ
受
盆
者
負
揃
金

ヲ
賦
課
ぞ
ヘ
キ
工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
リ
定
ム

昭
和
十
六
年
十
月
廿
七
日

ー

｀

＇

ィ

・
r・

⑳
廣
島
市
告
示
甲
第
二

0
0琥

廣
島
市
今
I
l
議
決
ヲ
経
タ
ル
昭
和
十
六
年

度
廣
島
市
歳
人
出
豫
算
追
加
l
要
領
左
l

如
シ昭

和
十
六
年
十
月
十
四
日

廣

島

市

長

籐

田

若

水

昭
和
十
六
年
度
廣
島
市

歳
人
出
豫
算
追
加

歳

入

策
十

i
款

繰

越

金

金
武
萬
九
千
八
百
拾
壼
圃

第

一

項

前

年

度

繰

越

金

、
金
武
萬
九
千
八
百
拾
壺
園

歳
人
合
計
金
咸
萬
九
千
八
百
拾
壼
園

歳
出
臨
時
部

第

十

一

款

公

園

費

金
咸
隊
九
千
八
百
拾
壼
園

策

一

項

公

園

費
金
咸
萬
九
千
八
百
拾
壼
園

臨
時
部
計
金
咸
萬
九
千
八
百
拾
堂
園

歳
出
合
計
金
咸
萬
九
千
八
百
拾
壺
園

歳
人
出
差
引
残
金
ナ
シ

0
廣
島
市
告
示
甲
第

110111
競

廣
島
市
會
l
議
決
ヲ
経
タ
ル
昭
和
十
六
年

度
廣
島
市
歳
人
出
豫
窮
追
加
l
要
領
左
ノ

H
シ

女
昭
和
十
六
年
十
月
十
六

H

廣

島

市

長

篠

[

田

若

水

昭
和
十
六
年
度
廣
島
市

歳
人
出
豫
算
追
加

歳

ー

入

，

第

十

款

國

庫

補

助

金

金
八
千
九
百
九
拾
八
圏

第

一

項

國

庫

柚

助

金

金
八
千
九
百
九
拾
八
圃

第

十

五

款

繰

越

金

•
金
参
千
五
百
九
拾
園

（
以
下
八
七
頁
へ
績
く
）
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↑C
パ，＂，ぃ．、
9

，'
:
t
"
r
J
'
t
,
S
‘
:ト

3
,
t

ーーニーニー―--

四
七 ・-------

八
五

本
表
J

は
ま
ち
を
除
ク
t
‘

/--人--ヘ
P,,l -t--
月月

I I 
ナ 4 ご
月只

--人_̀
三 ヨ
月月

I I 
r=  
只月

)̀ 

ー'-―‘--a-

切丸切丸
身身

ヽ

兵

検

査

こ

明
昭
和
十
七
年
に
微
兵
桧
在
を
受
け
る
者
で
寄
留
地
で
桧
査
ひ
め
だ
い
（
お
ご
叉
ハ
ほ
ん
一
凡

を
受
け
よ
う
と
す
る
向
は
明
年
一
月
中
に
寄
留
地
の
市
長
（
郡
ち
巧
き
）
、
は
ま
だ
い
（
お
｝
切
身

部
で
は
兵
事
官
）
宛
、
，
市
菰
町
村
長
に
「
寄
留
地
身
幅
検
査
通
常
な
が
叉
ハ
あ
か
ち
び
き
）

願
」
を
出
し
て
許
可
を
受
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
°
若
し
右
の
期

日
に
お
く
れ
た
場
合
は
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寄
留
地
身
謄
桧
査
受
検
臨
時
願
」
に
遅
ふ
え
だ
い
（
い
せ
き
）

延
理
由
書
を
つ
け
て
旧
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
此
の
場
合
は
事
・

情
に
よ
つ
て
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
か
ら
始
非
共
「
通
常
願
」
を
出
す
‘
い
し
だ
い

や
う
注
意
が
必
要
で
あ
り
ま
す
0

廣
島
市
で
受
桧
を
望
ま
れ
る

や
が
ら
類

向
は
市
役
所
兵
事
課
に
用
紙
が
準
備
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
差
上

げ
ま
す
。
な
ほ
朝
鮮
、
豪
婦
、
瀾
東
州
、
満
洲
、
北
支
、
中
南

支
で
受
検
さ
れ
る
向
は
明
年
1
二
月
末
日
迄
に
在
留
地
の
微
兵
事

務
官
に
在
留
地
身
競
桧
査
願
を
出
せ
ば
そ
の
在
留
地
で
桧
在
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
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を
は
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め
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會
の
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と
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金

金

参

百

八

拾

参

園

第

十

五

款

繰

越

金

金

壼

萬

武

千

九

園

策

l

項
前
年
度
繰
越
金
金
堂
萬
咸
千
九
圃

歳
入
合
計
金
壼
萬
咸
千
参
百
九
拾
武
園

歳

出

経

常

部

第

十

九

款

個

力

喪

金

千

四

百

五

拾

六

回

策

二

項

證

力

管

理

諸

喪

金

千

四

百

五

拾

六

園

第
廿
二
款
悔
染
病
豫
防
糞
金
或
千
五
百
圃

•
第
1
一
項
需
用
碑
金
或
千
五
百
掴

鎧
常
部
計
金
参
千
九
百
五
拾
六
圏
．
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◇
私
共
の
隣
組
で
は
興
亜
私
は
自
分
で
自
分
が
疑
ぴ
た
く
な
る
。

奉
公
日
に
は
一
同
未
明
に
◇
此
の
頃
常
會
で
私
は
よ
く
私
の
意
見
を

起
き
て
護
國
帥
社
に
詣
で
持
出
す
こ
と
が
あ
る
。
共
の
提
案
が
不
思

護
國
の
英
疇
字
に
額
づ
く
こ
議
に
よ
く
通
る
の
で
遂
ひ
自
分
の
耳
を
疑

i

と
を
毎
月
の
行
事
と
し
て
つ
て
み
る
。
質
宵
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
此
の

ゐ
る
°
然
し
全
員
學
つ
て
是
れ
を
励
行
す
場
の
諸
君
が
迎
合
的
な
の
で
は
あ
る
ま
い

る
と
な
る
と
、
な
か
／
＼
苦
努
は
多
い
進
か
、
然
ら
す
ば
私
の
提
議
に
謀
略
的
な
所

ん
で
誘
つ
て
廻
る
日
も
あ
る
が
瀬
い
朝
も
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
此
の
場
合

廣
な
い
で
は
な
い
。
来
る
月
々
が
綿
て
新
し
質
行
に
悩
ま
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
幾
日
か

“
い
経
瞼
で
あ
る
狡
癖
だ
と
思
ふ
け
れ
ど
も
遮
疑
泡
巡
す
る
間
に
そ
れ
は
私
の
杞
憂
に
這
次
防
空
訓
練
に
嘗
り
嘗
町
第
四
組
は

寝
床
に
ゐ
る
儘
人
の
氣
持
を
彼
れ
是
れ
付
過
ぎ
な
か
っ
た
と
解
つ
て
、
よ
く
恥
し
い
八
戸
に
て
二
戸
は
勤
務
上
訓
練
に
出
動
不

麿

度

し

て

ゐ

る

と

き

遂

ひ

早

起

き

の

連

中

に

思

ひ

を

す

る

こ

と

で

あ

る

°

可

能

氣

態

に

あ

り

、

私

共

の

第

五

組

は

警
起
さ
れ
る
こ
言
あ
る
。
共
の
瞬
間
◇
然
し
私
に
も
懲
古
笑
を
禁
じ
得
な
い
こ
＇
十
一
戸
の
う
ち
班
娠
者
を
除
き
十
戸
、
雨

`
0冷汗
肌

に

、

に

じ

み

出

る

思

ひ

旦

疇

い

い

鱈

且

且

一

鱈

鱈

麟

闘

髯

罰

且

◇
先
逹
て
も
常
會
で
あ
る
寄
附
金
の
話
を
ゆ
か
な
い
。
町
會
長
か
ら
様
々
の
指
令
が
し
た
が
、
女
な
が
ら
も
大
い
に
ハ
リ
切
ら

報
持
出
し
て
賛
成
を
求
め
た
豫
算
の
手
前
そ
く
る
調
査
事
務
、
配
給
事
務
等
組
長
と
し
れ
て
最
初
の
祀
憂
を
吹
き
飛
ば
し
十
七
日

．
の
結
末
が
、
ど
う
な
る
だ
ら
う
と
思
案
し
て
遂
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
次
々
と
出
に
は
町
内
十
六
組
の
内
最
も
優
秀
と
認
め

た
が
、
禰
々
と
な
つ
て
み
る
と
私
が
期
待
て
く
る
、
そ
れ
が
と
て
も
手
間
取
る
の
で
ら
れ
て
隣
接
各
組
に
ポ
ン
。
フ
の
應
援
を
求

し
た
以
上
に
多
額
の
金
員
が
集
つ
て
来
た
．
．
あ
る
が
、
・
い
つ
も
私
は
眼
を
つ
ぶ
つ
て
や
め
て
燒
夷
弾
防
火
法
、
バ
ケ
ッ
操
法
、
高

.55̀
f̀`
‘、.‘.,．̀
5・`
9

．`5̀
.5̀
．“.̀
．;`
“5・‘,．`
．5・`
・‘̀
、5̀
．5‘‘.SS・`

i
｀.g.`
．5・`
’È
.5̀
5̀‘““
ヽ
'
“
`
.
5
・
｀
f
｀
.
5
・
所
注
水
（
梯
子
使
用
）
等
の
猛
訓
練
を
段

同
上
等
兵
上
田
玄
市
殿
廣
匠
町
．
原
中
町
上
組
役
員
常
町
隣
組
長
全
員
の
見

昭和
、

ー

l

.

眉

層

,

'

‘

『

同

立

山

定

男

殿

鍛

冶

屋

町

學

に

供

し

た

。

そ

の

成

績

に

つ

い

て

は

な

．

谷

口

弘

殿

東

白

島

町

ほ

改

善

す

べ

き

だ

が

婦

人

も

心

を

協

せ

カ

同

桝

原

夏

男

殿

中

廣

町

を

集

む

れ

ば

何

事

も

出

来

る

と

共

に

、

そ

吋

名

巻

の

戦

死

者

同

年十

椰

一

等

兵

横

畠

久

雄

殿

大

須

賀

町

れ

が

日

常

の

私

生

活

に

ま

で

及

ぶ

と

い

ふ

回

一

同

門

前

信

夫

殿

白

島

東

中

町

自

信

が

出

来

て

ま

こ

と

に

欣

快

で

あ

る

。

月二

同

柿

野

誠

一

殿

中

島

本

町

④

廣

島

市

告

示

甲

第

一

l

I

-

I

l

琥

十

見

習

士

官

壻

岡

順

三

殿

矢

賀

町

廣

島

税

務

詈

所

轄

内

廣

島

市

家

屋

賃

貸

債

同

野

田

貞

雄

殿

牛

田

町

格

通

知

書

ヲ

左

ノ

通

縦

覧

―

ー

供

ス

日

醤
照
會
中
藤
村
信
一
＿
一
殿
千
田
町
二
丁
目
昭
和
十
六
年
十
一
月
十
一
日

同

沖

本

逸

夫

殿

宇

品

町

昭

和

洒

二

丁

目

廣

島

市

長

藤

田

官

等

緩

戦

死

者

住

陸
軍
中
尉
若
山
瀧
美
殿
水
主
町

同
，
兵
長
三
戸
口
君
三
殿
宇
品
町
御
幸
堕
―
↓
丁
目

同

植

田

菊

造

殿

舟

入

町

同

．

中

野

時

夫

殿

金

屋

町

同
上
等
兵
尾
崎
敬
一
殿
西
天
満
町

-9,‘ 

（八
I
l
頁
の
績
き
）

・
＊
廣
島
市
告
示
甲
第
一
九
八
琥

廣
島
市
會
l
議
決
ヲ
親
タ
ル
昭
和
十
六
年
度
廣
島
市
歳
入
出
豫

但
シ
本
豫
算
ハ
卯
日
執
行
ス

算
追
加
l
要
領
左
l
如
シ

昭
和
十
六
年
十
月
十
四
H

市島廣
•-ー---l_--99 l j 9』—→• -----：―-

，算廣 0 歳臨第歳策
昭追島廣
別加市島

歳出時策廿 人第十

1 l會市
入合部ー合丘

盆要ノ
年出計計― 蔽 叶 一 款 昭
巴．差金金項 釜項 和
ホ、-r領議甲弓l丘 1i 臨歳五繰歳十

月左決第残萬萬臨時出萬前 六
十，ノヲ一金九九時 九年越年
四如経九ナ千千給臨千度 度
Hシタ九シ咸咸給項

ル猿 百百典時
咸繰金廣
百越 島

昭 八八 部八金入市廣
和 圃 園金圃金歳島
十 金 fi 金五人市
六 五萬五紙出長
年 萬九萬九豫
度 九千九千算藤
廣 千武千或追
島 或 百咸百力N田
市 百八百八 、

烹 炉籠園若

醤

,. ̀  

....  ;...,.曹＇
9 9 9 9 9 9, 

くらヽ

＼ ｀ 

，
 

所

ぃ

天
滴
南
町
第
十
八
隣
組

9

.

 
ゲ．
A
 

，
 

＊・
＼
 

若

水 水

若 若

•水 水

臨

時

部

第

六

款

産

業

諸

費

金

八

千

四

百

参

拾

六

園

第
四
項
臨
時
統
制
経
清
諸
費
金
八
千
四
百
参
拾
六
圃

臨
時
部
計
金
八
千
四
百
参
拾
六
圃

歳
出
合
計
金
壼
萬
武
千
参
百
九
拾
戴
圃

歳
入
出
差
引
残
金
ナ
シ

倦
廣
島
市
告
示
甲
第
二
0
四

競

．

廣
島
市
會
ノ
議
決
ヲ
経
タ
ル
昭
和
十
六
年
度
廣
島
市
歳
人
出
豫

算
追
加
ノ
要
領
左
ノ
如
シ

9
昭
和
十
六
年
十
月
十
六
日

廣

島

市

長

藤

田

昭
和
十
六
年
度
廣
島
市
歳
人
出
豫
算
追
加

、

｀

歳

入

第

十

五

款

繰

越

金

金

六

萬

六

千

戴

百

参

拾

五

園

第
一
項
前
年
度
繰
越
金
金
六
萬
六
千
咸
百
参
拾
丘
園

歳
人
合
計
金
六
萬
六
千
戚
百
参
拾
五
圃

歳

畠

臨

時

部

第

廿

五

款

寄

附

費

金

六

萬

六

千

咸

百

参

拾

五

圃

策

一

項

寄

附

費

金

六

萬

六

千

武

百

参

拾

五

園

臨
時
部
計
金
六
萬
六
千
咸
百
参
拾
五
圃

＼
歳
出
合
計
金
六
萬
六
千
咸
百
参
拾
五
圃

歳
入
出
差
引
残
金
ナ
シ

、
＠
廣
島
市
告
示
甲
第
'110
五
琥

廣
島
市
會
l
議
決
ヲ
経
タ
ル
昭
和
十
六
年
度
廣
島
市
歳
入
出
豫

算
追
加
J

要
領
左
l
如
シ
但
シ
本
豫
算
ハ
帥
日
執
行
ス

昭
和
十
六
年
十
月
十
六

H

廣

島

市

長

藤

田

昭
和
十
六
年
度
廣
島
市
歳
人
出
豫
算
追
加

歳

入

策

八

款

交

付

金

金

千

五

百

oo

第

一

項

交

付

金

金

千

五

百

圃

第

十

五

款

繰

越

金

金

千

六

百

六

拾

四

圃

第

一

項

前

年

度

繰

越

金

金

千

六

百

六

拾

四

圃

歳
人
合
計
金
参
千
百
六
拾
四
圃

歳

出

経

常

部

山

縣

幸

． 

南
段
原
町
一
丁
目

節
五
組
隣
組
長

I
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＿
つ
て
ゐ
る
°
而
し
そ
れ
が
幾
日
か
綾
い
て

；
も
月
末
勘
定
の
打
撃
と
も
い
ふ
べ
き
も
の

が
滅
多
に
出
な
い
自
分
な
が
ら
そ
れ
は
不

思
議
で
あ
る
。

◇
斯
く
て
私
は
隣
組
々
長
と
し
て
近
頃
鯉

瞼
す
る

l

つ
／
＼
が
自
分
の
魂
の
反
省
の

た
め
に
梱
め
て
有
意
義
で
あ
る
こ
と
を
心

祓
か
に
悦
ぶ
。
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―
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時
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一
、
縦
覧
場
所
廣
島
市
役
所

1

-

、
縦
覧
期
間

自
十
一
月
十
＿
―
-
日

至
十
二
月

1

一
日

昭
和
十
六
年自

午
前
九
時

至
午
後
四
時

叙
任
及
僻
令

-
諦

産
業
部
統
計
課
庶
務
係
長

主

事

補

宗

像

黛

二

宇
品
出
張
所
勤
務
ヲ
命
ス
(
+
月
十
四
日
附
）

産
業
部
商
工
課
兼
企
蜜
部
企
饗
課
勤
務

主

事

石

田

繁

司

厚
生
部
骰
力
課
骰
育
係
長

主

事

補

秋

光

依
願
免
職
（
各
通
十
月

1

一
十
七
日
附
）

.. 、．̀
l̀
f̀
．．
 
.`、
．．
 
f‘.”.̀
f̀
‘̀‘.V 

術
生
正
副
組
長
異
動

昭
和
十
六
年
十
月
中

7
,
.
`
·
、
.
｀
•
V
`
‘
d
.
“
`
•
h
.
`
'
”
`
·
Z
.
`
“
Z
`
•
z
“
、
·
“
.

前

任

者

後

任

者

衛

生

組

合

役

名

。

稲

名

尾

長

町

東

部

長

萩

重

登

下

井

一

郎

同

（

新

設

）

木

下

格

一

西
鵬
音
町

二
丁
目
西
部

同

南

部

同

（

同

）

小

山

惣

一

同

北

部

同

（

同

）

梅

田

J

貢

已
斐
町
上
町
瓦
同
岡
田
一
―
―
太
郎
末
田
勇
次
郎

同
本
町
賑
同
岡
田
武
―
―
―
岡
田
武
―
―
―

尾
逍
町
東
部
副
下
井
一
郎
高
田
仁
市

同

（

新

設

）

小

浦

健

吾

西
観
昔
町

二
丁
目
南
部

同

同

（

同

）

北

村

美

武

同
一
一
丁
目
北
部
同
（
同
）
高
橋
偲
．

同

同

（

同

）

岡

崎

央

已
斐
町
上
町
翫
同
丸
廣
幸
次
郎
丸
廣
幸
次
郎

順
認
竺
”
闘
聾
暉
詞
茫

同
同
藤
田
俄
―
―
一
郎
朦
田
俄
三
郎

同

同

小

倉

徳

松

小

倉

徳

訟

同
（
増
員
）
有
馬
—
+


東
襲
音
町

二
丁
目
東
厖

同
同
有
馬
—
+
-
（
鋏
員
）

（
以
上
長
は
組
長
測
は
副
組
長
を
示
す
）

（
八
ー
＿
頁
の
績
き
）

策

一

項

前

年

度

繰

越

金

、

金
参
千
五
百
九
拾
園

第

十

六

款

市

債

金

壼

萬

八

千

園

席

一

項

市

債

金

壼

萬

八

千

園

歳
入
合
計
金
参
萬
五
百
八
拾
八
圃

歳
出
経
常
部

第
jlt
五

款

警

防

費金
参
千
五
百
咸
拾
園

策

一

項

給

料

及

雑

給

金
千
八
百
咸
拾

oo

策

五

項

防

空

諸

費金
千
七
百
園

経
常
部
計
金
参
千
五
百
咸
拾
園

臨

時

部

弟

十

款

警

防

費

金

咸

萬

七

千

園

策

一

唄

警

防

費

金

或

萬

七

千

圃

策

十

九

款

公

債

費

金

六

拾

八

園

第

一

項

公

債

費

金

六

拾

八

圃

臨
時
部
計
金
咸
萬
七
千
六
拾
八
圃

歳
出
合
計
金
参
萬
五
百
八
拾
八
園

歳
入
出
差
引
残
金
ナ
シ

尋
廣
島
市
告
示
甲
第
一
l

l

-

＿＿魏

廣
島
市
會
ノ
議
決
ヲ
経
タ
ル
昭
和
十
六
年

度
廣
島
市
歳
入
出
躁
算
追
加
ノ
要
領
左
ノ

如
シ昭

和
十
六
年
十
月
二
十
八

H

廣

島

市

長

籐

田

若

水

昭
和
十
六
年
度
廣
島
市

歳
入
出
豫
算
追
加

歳

入

策

十

五

款

繰

越

金

金

戴

萬

圃

第
一
項
前
年
度
繰
越
金
金
咸
萬
園

歳
入
合
計
金
或
萬
圃

歳

出

臨

時

部

、

第

廿

四

款

補

助

費

金

戴

萬

圃

第

1

項

補

助

喪

金

咸

萬

圃

臨
時
部
計
金
或
萬
園

歳

出

合

計

金

咸

萬

圃

｀

歳
入
出
差
引
残
金
ナ
シ
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9

、
•
I
‘
信
は
力
な
屯
自

畠
島
市
告
示
甲
第
一

lo七
賊
．

,
．
ら
信
じ
毅
然
と
し
て

ヽ

i

必
，
戦
＇
戦
ふ
者
常
に
克
く
勝
，
．

廣
島
市
會
ノ
議
決
ヲ
継
ク
ル
昭
和
士
ハ
年
度
廣
島
市
歳
入
出
豫
，

勝

’

'

陣

者

た

り

。

．

算
追
加
J

要
領
左
J

如
シ
＇

、
必
然
の
信
念
は
千

い
昭
和
十
六
年
十
月
十
六

H

磨
必
死
の
訓
練
に
生
れ

＇

廣

島

市

長

藤

田

若

水

の

訓

ャ
°
須
＜
寸
暇
を
惜
＂

ょ

'

，

昭

和

十

六

年

度

廣

島

市

歳

入

出

豫

算

追

加

＿

言

[
し
み
肝
腑
を
辟
き
、
．
＾
＂
、

1
:
'り
'

歳

、

入

策

十

五

款

総

越

金

金

六

百

五

圃

『

念

・

象

敵

に

勝

つ

の

宵

]
，
力
を
涵
養
す
べ
し
。

9
•

第
一
項
前
年
度
繰
越
金
金
六
百
五

o
o

第

十

六

款

市

偵

，

金

六

萬

四

千

圃

勝

敗

は

皇

國

の

隆

替

に

闊

す

。

光

輝

あ

ゞ

第

一

項

市

債

金

六

萬

四

千

圃

｀

＇

る

軍

の

歴

史

に

鑑

み

、

百

戦

百

勝

の

傭

統

，

．

に
封
す
る
己
の
責
務
を
銘
肝
し
、
勝
た
キ

出

豫

歳

入

合

計

金

六

萬

四

千

六

百

五

圃

応

・

'
r

ば
断
じ
て
已
む
ぺ
か
ら
す
。
•

歳
出
臨
時
部
｀

露

＋

九

款

公

債

費

金

咸

百

賦

拾

四

圃

神

露

上

に

在

り

て

照

水

第

，

一

項

公

債

費

金

臀

咸

拾

四

o

o

-
―
敬
肺
―
―
覺
し
給
ふ
。

t

第
四
十
五
款9
•水
害
復
奮
贄
金
六
，
萬
四
千
参
百
八
拾
壺oo
｛
ー
篤
く
敬
神
の
誠
を
捧
げ
常
に
忠
孝
を
心
-
]
、

i

第
一
項
水
害
復
薔
費
金
六
萬
四
千
参
百
八
拾
壼
園
に
念
じ
仰
い
で
紳
明
の
加
護
に
恥
ぢ
ざ
る

べ
し
。

，
臨
時
部
計
金
六
萬
四
千
六
百
五
園
＂

戴
拾
歳
出
合
計
金
六
萬
四
千
六
百

lioo

歳

入

出

差

引

残

金

ナ

シ

｀

す

＇

軍

事

援

護

資

金

11各
町
醜
出
額
廿

2
廣
島
市
告
示
甲
第
I

-

。^競

百
或

廣
島
市
會
蘊
決
ヲ
経
ク
ル
昭
和
十
在
度
塵
島
市
特
別
會
計
九
五
•
-
―

-
0宇
品
町
紳
田
通
十
丁
目
合

百

oo)

都
市
計
饗
事
業
庚
午
町
附
近
土
地
贔
整
理
地
罷
事
業
潰
歳
入
四
一
―
-
•
五

0
尾
長
町
山
根
組
合
―
―
―
-
1
-
．o
{

百
園
）

出
豫
算
追
加
J

要

領

左

ー

ノ

如

シ

ー

ロ

匹

町

御

幸

通

八

丁

目

仝

―

1
0
0
・
0
,

早

OO

昭

和

十

六

年

十

月

十

六

日

＇

，

長

町

片

河

組

合

一

＂

八

・
0
0向
洋
i

t

i

廣

島

市

長

藤

田

若

水

＇

ァ

△

一

六

0
・七
0
宇
品
町
西
通
四
、
五

i
△
七
0
•四
五
國
泰
寺
町
興
菰
組
△

昭
和
十
六
年
度
廣
島
市
特
別
會
計
都
市
計
饗
，
｝

―
-
•
五0
東
雲
町
上
組
△
六
五
九
•
一

r
,

）

事

業

庚

午

町

附

近

土

地

匿

割

整

理

地

砥

事

業

田
町
1

↓
丁
目
△
一
〇
七
。

0
0宇
品
'
:

費
歳
人
出
豫
算
追
加

品

OO)

六
、
十
七
丁
目
△
―
―
-
1
-
―
―
―
―
•
六
〇
南
千

ゞ

ゞ

歳

ぃ

入

＂

第
一
1

款
換
地
疇
算
微
牧
金
金
壼
萬
七
千
九
百
九
拾
九
圏
△
六
―
―
。

0
0東
胡
町
△
五
弓
ハ
•
五

策
一
項
換
．
清
算
徽
牧
金
金
壼
萬
七
千
九
百
九
拾
九
O
O

賀
町
1二
丁
目
東
部
△
二
五O•

l
 

0
 

盆皿

、
．
町
△
一
四

0
。―

1
0富
士
見
町
下
組

歳
人
合
計
金
壼
萬
七
千
九
百
九
拾
九
圃
．

―
-
•
五0
仁
保
町
日
宇
那
△
1
-
0
'

出
t

.

1

/

S

9

歳

｀

遜

{

叩
八
圃

i

）t、
；
第
二
款
換
地
消
算
交
付
金
'
-
金
壼
萬
七
千
九
百
九
拾
九
園
八

0
1
一葉
jノ
里
△
九
七
ふ
9
-
0舟
入
川

百
園
）
‘
•
第
一
項
換
地
清
算
交
付
金
金
壷
萬
七
千
九
百
森
拾
九
園
公
園
組
△
一
六

0
,
0
0
東
観
晋
町

-OO)

歳
出
合
計
金
登
萬
七
守
九
酉
九
拾
九

o
o
r
i

目
東
匿
合
一
五

0.00〇
舟
入
幸
町

1
0
0
.
0
0宇
品
町
御
幸
通
空
丁
目
'

た
｀
ャ
一
歳
ぷ
醤
贔
怠
[
'
、
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•
1
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＇
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'
，
昭
昭
登
面
疇
脱
一
覧
隣
涸
は
職
時
國
民
生
活
の
最
小
単
位
瓦
リ
、
戦
時
國
民
活
動
の
基
磐
／

冒

雪

鴫

、

；

靡

竺

”}r

手
所
”
'

て
あ
り
ま
す
。

9

／
 ̀

―
―
戸
”
i
＿
防
空
、
防
諜
、
防
火
、
防
犯
そ
の
誓
ら
ゆ
る
防
護
防
衛
は
一

i

記
品
い
―
〗
-
＿
家
叶

i
l
"

い
い
＇
て
隣
組
一
家
の
賓
を
暴
げ
ま
せ

-
1
1
0

ギ、
｀
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ヤt
~
;

『

主

要

目

次

示例告

廣
島
市
長
籐

例

】

第

一

條

第

一

項

第

三

讐

ヲ

左

／

通

lJ
改
ム

―
―
-
、
家
畜
ヲ
繋
留
叉
ハ
宿
泊
セ
シ
メ
ク
ル
ト
キ
但
シ
肉
用
ノ

〇
諭

＾

牛

馬

羊

豚

．

ー

ー

在

リ

テ

・

ハ

前

琥

ノ

使

用

料

ヲ

徽

牧

セ

ズ

、

〇
條
家
畜
市
場
使
用
料
條
例
中
改
正

0
告

中

邑

助

役

任

期

満

了

退

職

薔

告

第

三

琥

市
會
議
員
選
學
人
名
薄
異
議
申
立

lf
．玲

決

定

．

告

諭

ク
・
[
?
"
'
〗
'
、

9
9
.
:

ィ
・
，
ヽ

衆
議
院
議
員
選
攀
人
名
簿
修
正
申
，炉

.
〗
畏
ク
モ
本
日
英
米
二
封
ス
ル
宜
戦
ノ
大
詔
ヲ
拝
シ
臣
民
吾
等
寃
二
恐
憬
感
激

J

至
二
堪
ヘ
ザ

．
立
決
定

;
・
心
dと
f
^
9・

9

ー
ル
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。
絃
〗
二
帝
國
興
亡
J

危
機
二
立
チ
國
民
奮
起
J

要
寅
二
今
日
ヨ
リ
急
ナ
ル

・
國
民
學
校
授
業
料
微
牧
規
程
改
正
，
．
j

＇
同
免
除
規
程
改
正
マ

ハ
ア
リ
＂
マ
〗
セ
ン
。

武
ヵ
晨
ハ
無
敵
陸
海
軍
―
一
萬
幅
ノ
信
頼
ヲ
置
キ
得
ル
モ
必
勝
J
決
ハ
―
二
懸
ッ
テ
銃
後
任
務
、
市
逍
認
定
愛
更

道
路
工
嘩
受
益
者
負
据
五
件

,
J
遂
行
如
何
二
存
シ
マ
ス

町
内
會
正
副
會
長
異
動

＇
〇
彙
＼
報

,
'
私
ハ
軍
都
四
拾
萬
市
民
諸
君
ガ
ゾ
／
使
命
J
重
大
二
鑑
ヽ
ヘ
ヽ
協
カ
一
致
不
動
J
國
是
二
向
ッ
テ

璽
正
副
組
長
異
動

叙
任
及
僻
令
，

鐵
火
ノ
一
園
ト
ナ
リ
速
二
臨
戦
睦
制
ヲ
整
備
シ
テ
至
誠
各
自
ノ
職
域
二
奉
公
シ
以
テ
聖
旨
二
應

國
民
兵
服
役
の
注
意
＾

ぞ

4

へ
奉
ラ
ン
コ
ト
ヲ
熱
望
シ
テ
止
ミ
マ
セ
ン

．
薪
の
割
営
配
給
賓
施

い

昭

和

十

六

年

＋
1

一
月
八
日
．

廣

島

市

長

、

藤

、

田

若

水

工

業

履

器

属

の

登

録

介
魚
類
小
賣
最
高
値
・

〇
常
會
の
頁
一
低
圃
獣
金
提
唱
〗
，

-

"

肉

用

牛

馬
,
.
1

頭
一
日
一
＿
付
金
八
拾
錢

賣
島
市
常
嬰
家
畜
市
場
使
用
料
條
例
中
改
正
條
例
ノ
件

．

肉

用

羊

豚

一

頭

1

月

＿

付

金

四

拾

錢

込

霊

覧

巻

に

就

て

、

茫

．
ゞ
島
市
會
ク
識
決
ヲ
罷
廣
島
縣
知
事
ノ
許
可
ヲ
得
大
正
三
年
一

岨
ー
戦
時
國
思
生
活
五
訓
」
年
・
9

芳
他
盆
＇
馬
羊
豚
，

9
]

頭
一
夜
―
ー
付
金
拾
錢

）
廣
島
市
條
例
策
壼
統
廣
島
市
常
設
家
畜
市
場
使
用
料
條
例
ヲ

l

ふ
か
い
名
饗
の
死
渚
＇
｀
、
＇
，

ぃ
ツ
通
リ
改
正
沼

ヽ
＿
t

ツ
日
ョ
リ
・
之
ヲ
施
行
k
,
5
,

昭
和
十
六
年
士
1

月
十
全
日

-1―-1
●―-
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田
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條
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第
一
項
ク
規
定
―
一
依
リ
之
ヲ
受
理
シ
審
査
ヲ
途
グ
ル
ー
ー

申
立
人
小
迫
逸
希
全
市
會
議
員
選
學
人
名
簿
登
録
ノ
資
格
要
件

ー
ー
訣
グ
ル
所
ナ
キ
モ
J
／
ト
ス

右
J

理
由
一
一
依
リ
決
定
ス
ル
コ
ト
左
J

如
シ

異
議
申
立
人
小
迫
逸
希
ハ
昭
和
十
六
年
九
月
十
五
日
現
在
一
一
依

リ
調
製
シ
タ
ル
廣
島
市
會
議
員
選
學
人
名
締
二
登
録
セ
ラ
ル
ベ

キ
モ
ノ
ト
ス

昭
和
十
六
年
十
二
月
―
―
―
日

尚

孝

叙
任
及
僻
令

（ー、

衛
生
正
副
組
長

昭
和
十
六
年
十
一
月
中

ー

組

合

名

役

名

前

任

．

者

後

任

者

東

魚

屋

町

長

伊

膝

光

治

郎

岡

村

定

同

副

岡

村

定

佐

々

木

績

璽
士
見
町
上
組
長
中
上
政
薫
山
沖
壽
一

璧

中

町

上

組

同

新

設

吉

田

滸

同

中

組

同

加

戸

談

加

戸

譲

賓

町

東

組

同

今

井

種

吉

立

川

逹

雄

同

西

匿

同

新

設

荒

木

蔽

人

富
士
見
町
上
組
副
山
沖
裔
一
根
尾
忠
彦

段

原

中

町

上

組

同

吉

田

賞

吉

田

寅

同
中
組
同
稲
野
皓
次
郎
稲
野
皓
次
郎

賓

町

東

艇

同

貞

廣

孝

夫

貞

廣

孝

夫

河

合
忠
右
衛
門

同
東
謳
同
村
上
伊
一
1
一
郎

同

西

紙

同

（

新

設

）

片

山

賢

一

段
原
中
町
中
組
同
（
同
）
＊
中
節
太
郎

賓
町
西
甑
同
（
同
）
足
助
、
幹
―
―
―

（
以
上
長
は
組
長
副
は
副
組
長
を
示
す
）
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廣
“
-
縣
嘗
局
そ
の
他
闘
係
各
方
面
の
懸
命
の

＼
努
力
に
も
拘
ら
す
薪
の
生
産
、
集
荷
が
兎

□
島
角
品
蔀
で
、
こ
の
儘
に
し
て
ね
く
と
共
の

i

偏
在
が
甚
し
く
な
り
一
把
の
薪
も
手
に
入

,
‘
ら
ぬ
家
庭
が
出
来
も
と
い
ふ
有
様
で
あ
り

ま
し
た
の
で
、
本
市
で
は
去
る
十
一
日
か

．、市

}
，
ら
薪
の
配
嘗
配
給
を
左
の
要
綱
に
よ
っ
て

]
＇j

-〗
報
行
ふ
こ
と
と
な
り
煉
炭
、
豆
炭
、
ク
ド
ン

も
こ
れ
に
准
じ
て
配
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
0

無
論
此
度
の
割
嘗
盤
は
ま
こ

d

．
と
に
僅
か
で
、
各
町
内
會
で
各
隣
組
に
配

し
分
さ
れ
る
に
お
困
り
に
な
る
は
勿
論
各
家

~
昭
庭
で
も
燃
料
不
足
に
御
不
自
由
を
感
ぜ
ら

利
れ
る
こ
と
は
十
分
お
察
し
致
し
ま
す
が
、

十

,
‘
1
‘
六
こ
ん
な
品
郡
は
嘗
分
の
こ
と
と
思
は
れ
ま

｀
与
す
る
一
方
國
運
を
賭
し
て
戦
ひ
つ
さ
あ
る

，
―
-
今
日
の
こ
と
で
す
か
ら
一
億
同
胞
が
苦
痛

十

．
月
を
平
等
に
負
ふ
と
い
ふ
心
持
で
暫
ら
く
の

二

[
：
十
御
辛
棒
が
願
ひ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
な
ほ

．
r
日
燃
料
節
約
に
つ
い
て
は
各
家
庭
と
も
あ
れ

•
こ
れ
と
御
工
夫
の
こ
と
で
す
が
こ
の
際

タ
一
、
御
飯
を
焚
く
度
数
を
減
ら
す
こ
と

バー＿＿＿
1

―――――-＿＿――――-.=――――――●-

斬

一
、
本
市
に
於
け
る
家
庭
用
薪
は
本
要
綱

に
よ
り
之
を
配
給
す
．

一
、
市
役
所
は
其
の
月
の
入
荷
総
最
を
各

町
内
會
に
人
口
比
率
に
よ
り
按
分
し
其

の
割
嘗
最
を
決
定
し
た
る
上
町
内
會
長

．
に
通
知
す

一
、
各
町
内
會
長
は
割
嘗
ら
れ
た
る
薪
の

,
＇
、
9
9

、v

｀
 

,'：’,r'‘,.’', 

9

,

 .

.

 

,

f

 

9. 

," 

9r,'̀
．↑、'

9’f,＇、',、パ
i,

；,;‘4:.‘

、
-
・
・
・
』
ヽ
．
＇
，
，
＇

i

’̀
・ 

.，9
,

 

贔

'

,

'

｀ヽ
'9
.
.
 

，
 

,

9

 

9

.

＇

r

り

'

`

家
庭
用
薪
割
嘗

醗
給
施
要
綱

,'．、/9 -

，`＇ー：＇，'・;:,・、'‘’

． 
兵同陸航…
技軍技贔
軍少少大
曹尉尉尉級

日
配
給
賓

住

所

富
士
見
町

南
観
―
音
町

段
原
東
浦
町

旭

町

'.... 
~』、

．、，』

9'• 鴫

'-

板森梅田
倉脇原代戦

四三‘死

猛偶郎郎
殿殿殿殿者

！
名
署
の
戦
死
者

q
 

3
4
A
"
i
t

填，＇豆』ぷ匁，
J
・
,
J
,

＇，＇’

同軍同同同同同同陸
- J: 軍
等衛等 伍

屍兵上兵 長

江井土中加坪山深森
川上屋山藤井田山

ヵ
太 信 義 武 正 一

全 郎 明 信 次 二 恵 豪 雄
殿殿殿殿殿殿殿殿殿

段
原
大
畑
町

仁
保
町
西
一
ム
割

東
雲
町

空

鞘

町

稲
荷
町
，
、

仁
保
町
蒲
賓
綺

大
手
町
八
丁
目

宇
品
町
七
丁
目

比
治
山
本
町

（
例
へ
ば
一
日
―
―
一
度
焚
い
て
届
た
も
の

は
一
一
度
、
一
度
に
へ
ら
し
ま
す
）

一
、
薪
は
出
来
る
だ
け
細
く
割
つ
て
乾
か

し
て
用
ふ
る
こ
と

一
、
焚
き
残
り
の
薪
は
速
か
に
消
す
こ
と

一
、
鋸
屑
や
籾
殻
の
手
に
入
り
易
い
所
は

鋸
屑
篭
、
籾
殻
竃
等
を
使
用
す
る
こ
と

一
、
家
の
廻
り
の
落
葉
や
屑
木
を
利
用
す

る
こ
と

な
ど
の
御
勘
行
を
お
奨
め
致
し
ま
す
。 ．ヽ

、
市

j. ^ •7 

日十二月二十年六十和昭 報：・.... ·• 

', 
' 

．． 
9●999 99●. 

‘ぐ•

： ゞ

段品t'
原 原 町

中 中

町 町 内

中 上

組 組 會

"r 町

肉 内 名
會 會

／比噌内治
甑山 國

國 民
民 學
學 校
・校 通
通 學
學 顧

城
顧 域
域 ノ

昭 昭
和 和 設
十 -i→ 

J-^  ...r.... 
置ノ．、

’‘ 年 年
十 十 年. . 
月 月 月
十 十
五 五： H 
日 H 

廣

島

市

長

.,,. 
脱令

田

若

水

今
回
昭
和
六
年
以
降
の
第
二
國
民
兵
を
を
廣
島
市
内
に
定
め
連
署
し
て
市
役

戦
時
事
菱
の
際
必
要
に
應
じ
ヵ
俎
未
せ
ら
る
所
へ
届
出
の
こ
と

る
こ
と
に
な
り
豫
備
役
、
補
充
兵
役
の
者

2
、
外
國
（
満
洲
國
、
支
那
、
香
港
、
澳

と
同
様
に
色
々
な
届
出
を
要
す
る
こ
と
ヽ
門
を
除
く
）
旅
行
叉
は
在
留
せ
ん
と

な
り
ま
し
た
か
ら
次
の
事
項
を
熟
讀
し
て
す
る
者
は
出
褻
前
（
現
に
在
留
す
る

何
時
で
も
召
集
に
應
ぜ
ら
れ
る
や
う
心
掛
者
は
直
に
）
に
市
役
所
へ
届
出
の
こ

と

せ
ん
。

け
ね
ば
な
り
ま

1
、
奉
公
袋
奉
公
袋
―
つ
で
逍
に
廊
出
疲
豫
定
日
よ
り
十
四
日
以
内
に
出

召
出
来
る
様
に
内
容
品
を
入
れ
て
準
備
疲
せ
な
い
と
き
叉
は
饉
っ
た
と
き
は

其
の
旨
届
出
の
こ
と
。

し
て
置
く
こ
と

『
内
容
品
』
軍
隊
手
牒
（
第
一
國
民
兵
に

3
、
朝
鮮
、
豪
溝
、
満
洲
、
闊
東
州
、
支

限
る
）
貯
金
通
帳
、
印
判
、
日
用
品
（
塵
那
、
香
港
、
澳
門
、
樺
太
に
在
留
す

紙
、
タ
オ
ル
、
石
鹸
、
歳
ミ
ガ
キ
、
歳
る
者
は
在
留
地
到
着
後
十
四
日
以
内

プ
ラ
シ
等
）
包
紙
、
紐
、
荷
札
等
（
現
に
在
留
す
る
者
は
直
に
）
に
在
留

二

、

届

出

を

要

す

る

事

項

地

の

兵

事

部

長

叉

は

之

に

該

嘗

す

る

1
、
旅
行
、
滞
在
其
他
本
籟
地
を
離
る
ヽ
者
に
届
出
の
こ
と
、

と
き
は
行
先
を
留
守
家
族
に
明
に
し
内
地
へ
鯖
る
時
に
は
在
留
届
を
出
し

た
所
へ
退
去
届
を
出
す
こ
と

て
置
く
こ
と

留
守
家
族
の
な
い
も
の
は
召
集
を
知
4
‘
國
籍
證
書
を
有
す
る
船
舶
の
船
員
と

ら
し
て
呉
れ
る
人
（
召
集
通
報
人
）
”
な
り
た
る
と
き
は
就
職
の
日
か
ら
＋
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市
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示
第
二
百
―
-
＋
五
琥

町

内

會

分

割

設

置
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件
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廣
島
市
段
原
中
町
上
組
町
内
會
ヲ
麿
止
シ
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町
内
會
ヲ
設
置
シ
タ
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島．
9

四
日
以
内
（
現
に
船
員
と
な
り
居
る

者
は
直
に
-
に
管
海
官
鹿
叉
は
同
事

務
を
行
ふ
市
町
村
長
、
領
事
館
の
證

明
書
を
附
け
て
市
役
所
に
届
出
の
こ

と。退
職
叉
は
雇
止
み
た
る
と
き
は
其
の

旨
届
出
る
こ
と
。

5
、
瞥
師
法
第
一
條
第
一
項
各
琥
該
嘗
者

並
跳
科
瞥
師
、
獣
瞥
師
、
薬
割
師
、

自
動
車
運
轄
免
許
證
を
現
に
所
持
す
・

る
者
は
免
許
證
露
を
附
け
て
直
に
届

出
の
こ
と
。

•
前
項
の
免
許
證
を
新
に
受
け
た
者
は

下
附
せ
ら
れ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内

に
届
出
の
こ
と
。

6
、
本
人
が
所
在
不
明
の
者
は
戸
主
（
家

事
櫓
嘗
者
）
よ
り
憲
兵
叉
は
警
察
官

吏
の
證
明
書
を
附
け
て
直
に
届
出
の

こ
と
。

届
出
を
な
し
た
る
後
共
の
所
在
が
分

明
し
た
と
き
は
共
の
旨
届
出
の
こ

と。

7
、
正
賞
の
事
田
な
く
し
て
前
各
項
の
届

出
を
な
さ
ゞ
る
者
は
罰
金
叉
は
拘
留

．． 

若
は
科
料
に
羹
せ
ら
れ
ま
す
。

8
‘
届
、
其
の
他
分
ら
ぬ
場
合
は
最
寄
の

0

.

 

市
町
村
役
場
で
詳
細
に
問
合
せ
の
こ

と。届
用
紙
は
嘗
市
役
所
に
準
備
し
て
あ

り
ま
す
か
ら
差
上
げ
ま
す
。

商
工
業
調
査

笙
二
回
商
工
業
調
査
を
今
年
末
現
在
を

以
て
全
國
1

齊
に
行
は
れ
ま
す
°
而
し
て

ー、

4
屯ヽ

9

、l1 

`~t1 

』□
J
-ム
,
〗
←

兌
國

~c 

線
麓
の
範
園
内
に
於
て
各
隣
組
に
之
を

割
営
て
其
の
割
嘗
敷
彙
を
隣
組
長
に
通

知
す
る
こ
と

一
、
町
内
會
長
各
隣
組
割
嘗
最
を
決
定
し

•
た
る
と
き
は
其
の
組
長
名
割
嘗
董
を
記

入
せ
る
割
嘗
表
を
受
持
木
炭
共
同
配
給

所
に
提
出
す
る
こ
と

共
の
一
回
緯
董
は
原
則
と
し
て
十
日
分

と
す
＼

此
際
配
給
所
は
各
町
内
會
長
よ
り
提
出

さ
れ
た
る
割
嘗
表
に
よ
り
隣
組
長
ヘ
一

括
し
て
現
品
を
配
給
し
配
給
偲
票
に
受

領
印
を
受
く
る
こ
と

尚
隣
組
長
よ
り
各
泄
帯
へ
の
配
給
指
令

あ
り
た
る
場
合
は
配
給
所
は
共
の
指
令

に
基
き
配
分
す
る
こ
と
“

一
、
＇
隣
組
長
は
配
給
さ
れ
た
る
薪
を
各
泄

帯
の
炊
緑
設
備
朕
況
に
應
じ
重
黙
的
に

配
分
す
る
こ
と

一
、
入
荷
の
朕
況
に
よ
り
嘗
月
分
を
充
し

得
ぬ
と
き
は
翌
月
へ
か
4

る
も
の
と
す

・
【
附
】

一
、
本
要
綱
に
よ
る
配
給
は
昭
和
十
六
年

十
二
月
十
一
日
よ
り
之
を
質
施
す

一
、
煉
炭
、
豆
炭
、
タ
ド
ン

1
配
給
は
木

要
綱
に
準
じ
之
を
寓
施
す

納
税
焚
励

交
付
金

本
年
度
九
月
末
迄

円

七
二
四
L

七
0
獅
生
町
々
内
會
（
増
田
卓

ご
△
七
九
•
四
1
一
河
原
町
北
組
（
松
島
正
）

.. 

工
業
調
査
で
は
全
國
の
工
場
叉
は
作
業
場

で
製
品
を
作
っ
て
居
る
も
の
は
勿
論
加
工

叉
は
修
理
を
業
と
す
る
も
の
は
恨
令
従
業

者
は
一
人
で
あ
っ
て
も
或
は
家
族
の
者
だ

け
で
作
業
を
な
す
場
合
で
も
左
記
の
種
類

に
よ
り
明
年
一
月
末
日
迄
に
市
町
村
長

（
本
市
は
統
計
課
扱
）
に
報
告
せ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
．

一
、
甲
琥
票
常
時
五
人
未
満
の
職
工

を
使
用
す
る
も
の
。

二
、
乙
琥
票
常
時
五
人
以
上
の
職
工

を
使
用
す
る
も
の
。

三
、
丙
琥
票
商
工
大
臣
指
定
の
工
業

で
常
時
五
人
以
上
の
職
工
を
使
用
す

る
も
の
。

商
業
調
査
で
は
仕
入
卸
賣
業
者
を
封
象
と

し
て
調
査
を
す
る
の
で
は
あ
り
ま
す
が
他

に
本
業
が
あ
っ
て
傍
ら
卸
賣
を
兼
業
と
す

る
者
も
同
様
に
一
一
月
末
日
迄
に
報
告
せ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
｀

此
の
調
壺
に
依
つ
て
政
府
は
生
産
の
撰

充
、
物
資
配
給
、
物
憤
膀
貴
の
抑
制
等
諸

政
策
樹
立
の
参
考
資
料
と
し
て
高
度
國
防

國
家
態
勢
整
備
の
基
礎
と
な
し
、
一
億
國

民
と
共
に
固
き
決
意
を
以
て
大
業
を
完
遂

す
る
の
で
あ
り
ま
す
°
斯
様
に
本
調
査
は

極
め
て
重
要
な
る
使
命
を
有
す
る
こ
と
を

認
識
さ
れ
有
り
の
儘
の
事
質
を
正
確
に
記

入
し
、
提
出
期
日
に
遅
れ
ぬ
や
う
報
告
せ

ら
る
ヽ
様
切
望
致
し
ま
す
。
尚
こ
の
調
査

は
税
金
と
は
絶
封
に
無
闘
係
で
取
扱
も
柩

秘
密
に
す
る
こ
と
に
な
つ
て
居
り
ま
す
か

ら
此
の
貼
御
安
心
下
さ
い
。

土
曜
日
半
休
磨
止

市
役
所
で
は
時
局
に
鑑
み
去
る
十
三
日

の
土
曜
日
よ
り
平
常
通
り
午
後
四
時
ま
で

執
務
す
る
こ
と
．
ヽ
な
り
ま
し
た
。

△
1
一
与
0
九
昭
和
町
西
部
（
西
亀
正
夫
）

△
―
九
・
二
二
小
網
町
新
明
組
（
玉
本
鹿
之

助
）
仝
ハ
七
。
1
一
五
出
汐
町
（
籐
田
虎
次
）
△

1
 O
•
0
0
仁
保
町
小
磯
概
（
渡
部
邦
彦
）

仝
ハ
一
。
一
二
九
橋
本
町
（
穂
井
田
小
市
）
△

七
四
。
1
一
六
横
川
町
ー
ー
一
丁
目
（
橘
高
甚
助
）

△―
-
H
ハ
一
ニ
・
一
八
松
原
町
（
岡
本
米
次
郎
）

△
一
七
1
1
•
九
五
東
胡
町
（
高
野
叉
一
）
△

四
―
―
―
・
O
九
胡
町
（
小
田
政
次
郎
）
△
九

烹

・
O
1
石
見
屋
町
（
檜
垣
新
兵
衛
）
△
1
1
 

-
．
0
六
霞
町
（
内
藤
章
）
△
-
三
・
三
七
昭

和
町
南
部
（
横
山
喜
一
）
△
六
0
•
五
五
松

川
町
（
池
上
亀
太
郎
）
＇
△
一
四
0
•
四
八
西

猿
業
町
（
岩
崎
永
助
）
△
七
七
・
九
八
國
泰

寺
町
南
組
（
村
上
清
ー
一
）
△

l

1
 1
’
•
四
九
段

原
新
町
上
組
一
心
會
（
林
義
一
）
△
四
四

0
・
1
一
九
小
網
町
貸
座
敷
組
合
員
（
小
松
周

造
ズ
1
一
五
．
―
-
上
天
満
町
（
山
口
壽
一
）

△
五
八
•
四
四
東
新
天
地
（
池
田
軍
次
兵

衛
）
△
四
一
・
六
六
南
三
篠
町
第
二
昆
(
-
―
―

宅
政
一
郎
）
△
二
四
七
・
六
九
塚
本
町
（
楠

原
常
吉
）
△
―
―
-
•
四
1
一
河
原
町
西
麗
（
吉

川
長
太
郎
）
△
五
五
・
九
五
新
市
町
（
小
田

盛
蔵
）
△
―
『
-
―
-
•
四
一
＿
一
廣
瀬
北
町
1
一
丁
目

（
新
宅
博
雄
）
△
六
八
．
―
1
1
1
西
地
方
町
（
高

義
一
）
△
五

w.-―
一
五
大
手
町
五
丁
目
（
吉

岡
師
顕
）
△
―
―
―
-
•
六
九
南
観
昔
町
一
丁
目

南
部
r

加
籐
吉
郎
）
△
二
七
・
三
七
段
原
町

（
輻
馬
啓
造
）
△
―
―
―
-
•
四
九
鐵
砲
町
中
甲

組
（
下
山
秤
）
△
二
六
•
五
九
廣
瀬
北
町
―
―
―

丁
目
（
由
井
善
次
郎
）
△
綿
計
三
、
五
七
五
・

五一
九一
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道
路
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事
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猿
規
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ベ
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工
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[
問
]
去
る
七
月
十
日
附
「
廣
兵
甲
第
六
一
―
―

｀
：
九
競
」
を
以
て
通
牒
せ
ら
れ
た
る
入
螢
入

l

隊
に
闊
す
る
件
、
嘗
町
内
會
に
於
て
は
本

＼

通

牒

を

厳

守

宵

行

し

て

ゐ

ま

す

が

、

最

近

｀
昭
嘗
町
に
隣
接
せ
る
某
町
に
て
は
入
螢
入
隊

者
に
封
し
七
月
以
前
通
り
町
旗
を
押
し
た

和

ヽ
"

)

.

1

＾
で
多
数
見
送
り
舌
し
事
賀
が
あ
っ
た
さ
う

十

・
年
で
す
°
此
貼
市
報
誌
上
に
て
御
解
説
を
願

ェ
び
ま
す
。
（
西
九
軒
町
々
内
會
長
）

十
月
口
已
入
螢
又
は
應
召
に
嘗
り
見
送
人
等
に

二

＂
十
ぃ
闊
す
る
牛
に
就
き
ま
し
て
は
誂
に
廣
島
聯

4
 

H
芦
筐
司
令
官
よ
り
左
の
通
り
通
牒
あ
り
去

a

る
十
一
月
二
十
五
日
附
町
民
各
位
へ
徹
底

芦

臼

4[ 

€ ．
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町

名

登

生

敗

＊

洲

町

一

東

雲

町

一

酉
白
島
町
一

白
島
北
・
町
一

牛

田

町

一

立

町

一

心
免
除
方
法
左
と
追
リ
改
ム
．

昭
和
十
六
年
十
一
月

1

一
十
六
日

廣

島

市

長

籐

田

`
,
．
廣
島
市
國
民
學
校
授
業
料
免
除
規
程

｛
．
t
:
第
一
條
國
民
學
校
令
施
行
規
則
第
百
八
十
條
ノ
規
程
―
一
基
キ

曹
左
ノ
各
琥
ノ
一
―
―
該
嘗
ス
ル
者
ノ
國
民
學
校
授
業
料
ハ
之
ヲ

冤
除
ス

、
．
．
ゴ
一
、
救
護
法
―
一
依
リ
救
護
ヲ
受
ク
ル
者
．

4

二
、
母
子
保
護
法
若
ク
ハ
軍
事
扶
助
法
―
一
依
リ
扶
助
ヲ
受
ク

b

ル
者

』
．
三
、
地
方
税
法
第
二
十
八
條
二
依
リ
税
ノ
減
免
ヲ
受
ク
ル
者

四
、
前
各
競
該
嘗
者
↑
同
一
戸
籍
内
二
在
ル
者

一
第
1

一
條
前
條
―
一
該
嘗
セ
ザ
ル
者
卜
雖
き
貧
困
／
情
悲
―
依
リ

｀
必
要
卜
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
授
業
料
ノ
全
部
叉
ハ
一
部
ヲ
免
除

ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

附

則

本
規
程
ハ
公
布
ノ
日
ョ
リ
施
行
ス

廣
ン
「
．

ヤ
＇
~
し
.
卓
四

,' 

．．
 

f
 

t9.・いハ
J

，ヽ

◎
廣
島
市
告
示
甲
第
一
l

-

＿
八
琥

市
内
宇
品
町
地
内
市
道
百
四
十
二
琥
ヲ
左
記
J

通

9
認
定
愛
更

シ
愛
更
ー
ー
依
リ
新
―
ー
道
路
漉
域
—
—
編
入
シ
タ
ル
部
分
ノ
供
用
ヲ

開
始
シ
菱
更
ー
ー
依
リ
不
用
，
＿
＿
鱒
シ
タ
ル
部
分
ノ
供
用
ヲ
駿
止
ス

圏
面
ハ
土
木
部
土
木
課
―
一
ア
リ

昭
和
十
六
年
十
一
月
十
八
日

廣

島

市

長

籐

田

若

水

ズ
受
盆
者
負
撞
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ
工
事
名
及
ビ
工
事
施
行
箇

所元
宇
品
町
地
内
道
路
改
修
工
事

元
宇
品
町
字
江
村
岡
四
八
七
番
地
ノ
一
地
先
ョ
リ
同
町
字
同

四
八
九
番
池
一
地
先
―
一
至
ル
間
及
ビ
道
路
ノ
維
持
上
必
要
ナ

ル
施
設

1

-

、
工
事
着
手
年
月
日

昭
和
十
六
年
十
一
月
二
＋
1

-

日

―
―
-
、
負
櫓
匿
及
ビ
地
帯

本
工
事
施
行
箇
所
ヲ
一
負
撞
蔦
ト
ス

第
一
地
帯
道
路
J

境
界
線
ョ
リ
十
四
メ
ー
ト
ル

第
二
地
需
第
一
地
帯
ノ
外
側
線
ョ
リ
十
四
メ
ト
ト
ル

四

、

負

撞

率

負
撞
額
緯
エ
贄
ノ
四
分
J

一
ト
ス

地
帯
—
—
於
ケ
ル
配
分
率
左
ノ
如
シ

策
一
地
帯
百
分
ノ
八
十

第
二
地
帯
百
分
ノ

1-+

〇
廣
島
市
告
示
甲
第
一

i-I-0猿

道
路
工
事
受
盆
者
負
揃
規
程
第
十
三
條
—
—
依
リ
受
盆
者
負
撞
金

ヲ
賦
課
ス
ベ
キ
工
事
名
及
ビ
工
事
施
行
箇
所
等
左
J
通
リ
定
ム

昭
和
十
六
年
十
一
月
十
九
H

廣

島

市

長

藤

田

若

一
、
受
益
者
負
揃
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ
工
事
施
行
箇
所

皆
賓
町
一
一
丁
目
道
路
改
修
工
事

皆
宵
町
一
一
丁
目
八
四
八
番
地
ノ
九
地
先
ョ
リ
同
町
八
四
八
番

地
／
一
三
、
五
―
―
-
1

二
番
地
ノ
一
地
先
一
一
至
ル
間
及
ビ
道
路
ノ

維
持
上
必
要
ナ
ル
施
設

二
、
工
事
着
手
年
月
日

昭
和
十
六
年
十
一
月

1

一
十
二
日

三
、
負
撞
匝
及
ビ
地
帯

本
工
事
施
行
箇
所
ヲ
一
負
擁
謳
ト
ス

第
一
叫
地
帯
道
路
ノ
境
界
線
ョ
リ
十
四
メ
ー
ト
ル

第
1

一
地
帯
第
一
地
帯
ノ
外
側
線
ョ
リ
十
四
メ
ー
ト
ル

四

‘

負

撞

率

， 
ミ

“̀̀’ 

--~ 

i 
ぞ'

▼ 

田

中

町

新

川

場

町

材
＊
町

吉
島
恣
衣
町

吉
島
町

中

痰

町

南
観
苦
町

一
観
昔
＊
町

―
暑
元
町

一

小

網

町

一

底

匠

町

一
、
＼
横
川
二
丁
目

＼
 

一

已

斐

町

一

庚

午

町

ニニーー'-ーニ

漱

津

渡

町

齢

町

出

汐

由

千田一ー一丁目

東

十

田

町

皆
貨
二
丁
目

皆
貿
三
丁
目

"‘f:F曹油＇ヽ
i
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ぐ
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三ニーニニニー

市

内

偉

染

病

整

生

月

報

入
螢
見
送
り
に
就
て

、9

日
本
國
民
一
億
綿
進
軍
の
日
が
遂
に
来

一
ま
し
た
。
こ
の
日
本
と
し
て
、
東
洋
と
し

て
記
念
す
べ
き
秋
を
は
つ
き
り
と
胸
に
銘

記
す
る
た
め
日
本
國
民
一
億
が
一
人
一
園

占

ー

一

億

圃

を

國

防

獣

金

す

る

や

う

全

同

胞
に
提
唱
し
ま
す
。

～

私

共

の

隣

組

で

は

こ

の

趣

意

よ

り

し

ま

し
て
＋

1

一
月
十
日
朝
の
緊
急
常
會
を
機
と

廣

｀
し
て
隣
組
員
十
四
泄
帯
五
十
四
人
で
五
十

｝
島
四
園
の
献
金
を
致
し
ま
し
た
。
全
市
民
各

・
位
、
全
國
同
胞
各
位
の
御
賛
同
を
切
に
願

ひ
ま
わ
，
0

市
（
中
廣
町
第
十
三
隣
組
長
田
川
兼
市
）

せ
し
む
る
様
御
示
達
方
を
各
町
内
會
長
に

御
願
ひ
し
ま
し
た
。
一

一
、
一
般
の
見
送
り
は
撒
送
場
と
し
停
車

場
に
は
近
親
並
に
町
代
表
の
程
度
と
し

父
兄
た
り
と
も
部
隊
迄
到
ら
ざ
る
こ
と

一
、
旗
又
は
織
等
は
一
切
駿
止
す
る
こ
と

一
、
人
螢
叉
は
應
召
の
際
は
努
め
て
軍
服

叉
は
軍
服
類
似
服
を
着
用
す
る
こ
と

昭
和
十
五
年
ー
一
月
二
日
以
前
（
手
廻
ミ

シ
ン
は
昭
和
十
五
年
六
月
二
十
三
日
以

前
）
よ
り
工
業
用
（
内
職
を
含
む
）
に
裁
縫

機
（
ミ
シ
ン
）
を
使
用
す
る
者
で
許
可
申
請

の
手
織
を
怠
つ
て
居
る
者
は
九
月
末
日
迄

に
手
績
を
す
る
様
に
な
つ
て
ゐ
ま
し
た
が

未
だ
手
績
洩
れ
の
方
が
多
少
あ
る
様
に
思

ひ
ま
す
か
ら
今
回
特
に
左
記
に
依
り
取
扱

直 99 9999 ^ 

、＿提唱

彎‘

工
業
用
裁
縫
機
の
登
録

-: 

水

計

四
四

仁似宇
、保：
町島品
向
洋町町

竺ー四

右
に
よ
り
去
る
七
月
十
日
附
の
通
牒
は

大
分
綬
和
さ
れ
た
謁
で
す
が
、
こ
れ
に
よ

り
ま
し
て
も
町
旗
を
押
立
て
4
見
送
る
こ

と
は
差
控
へ
ら
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し

9

一
月
の
税
金

税

同

税

地
租
（
田
）

同
（
其
他
）

同
上
附
加
税
同

螢

業

税

“

盆
個
人
）

臨
時
利
得
税

（
個
人
）
藝
、
妓

縣

市

ふ
こ
と
ヽ
な
り
ま
し
た
か
ら
該
嘗
業
者
で

手
績
洩
れ
の
向
は
至
急
手
糠
し
て
下
さ
い

已
11111" 

一
、
許
可
申
請
の
手
績
を
為
す
ぺ
き
も
の

は
足
踏
及
び
動
力
設
備
に
あ
り
て
は
昭

和
十
五
年
二
月
二
日
以
前
よ
り
、
手
廻

設
備
に
あ
り
て
は
昭
和
十
五
年
六
月

1

1
 

十
三
日
以
前
よ
り
裁
縫
機
を
螢
業
用

（
＋
一
月
中
）

税

市藝同螢
妓上業

民 ・附
税ヵn枯t.J:

税割税割
税

に

九
五 こ

ヘ
/--.A.--、
写九
且月

l l 
尋八 四
且且

う
み
た
な
ご
（
た
な
ご
）

う
め
ろ
（
う
め
い
ろ
）

ぼ

ら

・
ば
る

ぎ

ん

ぽ

か
わ
は
ぎ
、
贅
ー
一
月

う

ま

す

ら

一

貢

ー

腎

其
l
他
l
か
わ
は
ぎ

（
さ
ん
の
じ
叉
除
ク
）

さ
ん
の
じ

一四 4ゴ
月月

I I 
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會
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i
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9
ー
ー
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,
9
,
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I
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億
闘
獣

..., 

1
-

（
内
職
を
含
む
）
に
使
用
し
つ

4
あ
る
も

の
に
限
る
こ
と
．

尚
虚
偽
の
申
請
を
な
し
た
る
と
き
は
昭

和
十
三
年
法
律
第
九
十
二
琥
に
基
き
臨

罰
せ
ら
る
4

こ
と
あ
る
べ
き
に
付
留
意

す
る
こ
と

二
、
右
手
績
洩
れ
の
も
の
は
新
設
許
可
申

請
書
の
様
式
が
商
工
課
に
あ
り
ま
す
か

ら
印
鑑
持
参
の
上
出
頭
す
る
こ
と

三
、
許
可
申
請
書
の
提
出
期
限
は
本
年
十

二
月
二
十
日
と
す
（
期
日
厳
守
）

四
↓
左
に
該
嘗
す
る
も
の
は
之
が
手
績
に

及
ば
中

ィ
、
昭
和
十
五
年
二
月
二
日
現
在
又
は

昭
和
十
五
年
六
月
二
十
＿
―
-
日
現
在
の

瓶
況
届
提
出
せ
る
も
の

ロ
、
既
に
新
設
の
許
可
を
得
た
る
も
の

又
は
許
可
申
請
中
の
も
の

ハ
、
既
に
許
可
相
成
難
き
趣
を
以
て
書

類
返
却
せ
ら
れ
た
る
も
の

廣
島
市
仁
保
町
字
延
命
及
堀
越
地
先
海
面

埋
立
地

参
百
五
拾
坪
七
合
l
内

廣
島
市
仁
保
町
字
堀
越
地
先

一
、
海
面
埋
立
旭
参
百
四
拾
咸
坪
壼
合

六
勺

に
ほ
ま
ち
あ
ざ
ほ
り
こ
し

右
土
地
―
―
封
シ
「
仁
保
町
字
堀
越
」
ノ
名

稲
ヲ
附
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

廣
島
市
仁
保
町
字
延
命
地
先

一
、
海
面
埋
立
地
に

5
寿
岐
逼
河

右
土
地
＝
鉗
主
「
仁
保
町
字
延
命
」
ノ
名

稲
ヲ
附
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

【九
0
頁
よ
リ
】

数
育
部
兵
事
課
徴
兵
係
長

主

事

補

大

下

一

敦
育
部
兵
事
課
召
集
係
長
ヲ
命
ス

書

記

澤

田

正

路

教
育
部
兵
事
課
微
兵
係
長
ヲ
命
ス
・

（
以
上
十
二
月
八
日
附
）

？
類

小
賣
最
高
値

円

腎
ー
十
一
月
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四
四
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